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荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です。
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。

荻窪法人会ホームページ www.ogikubohoj inkai . jp

よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

表紙リニューアル第1号



よき経 営 者をめざすものの団 体  それが法 人 会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の皆さんを支援す
る全国組織、それが法人会です。現在、約 90万社の会員企業、41都道県に442の単位会を擁する団体として大きく発展
しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリーダー
としての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を積
極的に行っています。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

3 新春のごあいさつ

◉ 小竹良夫／公益社団法人荻窪法人会 会長
◉ 村田孝太郎／荻窪税務署 署長
◉ 諏訪公二／杉並都税事務所 所長
◉ 尾﨑正俊／東京税理士会 荻窪支部 支部長
◉ 田中 良／杉並区長

5 組織委員会 会員増強中間報告

6 ８団体共催荻窪税務署 署長講演会「これからの税務行政のキーワード」
◉ 村田孝太郎／荻窪税務署 署長

8
「蔵元で教えてもらったのは、酒の造り方だけじゃない」

塩田敏彦 荻窪税務署 副署長インタビュー

10 平成 25年度 税制特別講演会「酒税の歴史 」
◉ 塩田敏彦／荻窪税務署 副署長

12 税を考える週間
◉中学生の税についての作文
◉杉並納税街頭キャンペーン
◉税に関する絵はがきコンクール
◉税の標語
◉平成 25年度 荻窪税務署 署長表彰・署長感謝状受彰者
◉平成 25年度 杉並都税事務所 所長感謝状受彰者
◉平成 25年度 杉並区 納税功労表彰受彰者

18 荻窪法人会 厚生事業委員会 第27回健康セミナー

20 税制委員会より
消費税率引き上げに対する中小企業経営者の心構え
◉ 税制委員 岩倉永一（税理士）

22 ［秋季］各ブロックの研修会レポート
◉第1ブロック、第 2ブロック、第 3ブロック、第 4ブロック、第 5ブロック　

25 税務コーナー

27 e-Tax推進税理士事務所について

28 ブロック・委員会・部会からの報告
◉第 4ブロック・第 5ブロック
◉厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委員会
◉青年部会
◉女性部会
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よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

表紙リニューアル第1号

【馬税】

表紙イラストについて

世界のおもしろい税金シリーズ

◉明治6年〜明治7年、馬1頭につき1年間
で3円（※）、商売用の馬だとその半額を税金
として課していた。また、それ以前には乗馬
用として人気のあった南部馬を盛岡・南部両
藩では産馬税を課していた。
※明治6年頃の米価（60kg）は1円20銭であった。

◉ドイツのバート・ゾーデンアレンドルフ市で
は、2013年1月からレジャー目的での馬の
所有者に1頭当たり年間200ユーロ（ 約2万
3000円）の馬税が導入されている。

◉パリでは、2013年11月に「馬税引き上げ
（馬の所有や販売に対してかかる付加価値税の引き上げ）」
に対する反対デモが行われた。

表紙リニューアル第1号
表誌がリニューアルされました。
今号から「世界のおもしろい税金」を
イラストで紹介していきます。



3　

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

「
よ
き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
集
ま
り
」
と
し
て
、

引
き
続
き
、
税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
向
上
に
つ
と
め
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い

荻窪法人会会長

小竹良夫

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会
会
員
の
皆

様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
26
年
の
年
頭
に
あ
た
り
ま

し
て
謹
ん
で
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
荻
窪
法

人
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
私
共
荻
窪
法
人
会
は
、

60
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
団
体
と
し
て
、

荻
窪
税
務
署
管
内
で
約
2
4
0
0
社
の
会

員
を
擁
し
、「
健
全
な
経
営
」「
正
し
い
納
税
」

「
社
会
に
貢
献
」
を
柱
に
活
動
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
荻
窪
法
人
会
は
新
公

益
法
人
制
度
へ
の
対
応
を
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
昨
年
、
新
法
人
へ
の
移
行

が
無
事
に
完
了
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
公

益
性
を
認
め
ら
れ
た
法
人
と
し
て
新
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
て
お
り
ま
す
。

私
共
は
、
今
後
と
も
、
荻
窪
税
務
署
の

皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
官
庁
・
団
体
の
皆

様
と
の
密
接
な
関
係
を
維
持
し
つ
つ
、「
よ

き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
集
ま
り
」
と

し
て
、
引
き
続
き
、
税
知
識
の
普
及
、
納

税
意
識
の
向
上
に
つ
と
め
、
地
域
社
会
に

貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

我
国
の
経
済
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効

果
に
よ
り
、
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
回
復
基

調
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
地
域
経

済
と
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
に

は
そ
の
効
果
を
実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
年
が
、
企
業
全

体
に
と
っ
て
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
、
希

望
に
満
ち
た
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や

ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
荻
窪
法
人
会
の
会
員
企
業
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新年あけましておめでとうございます。

平成 26年の新春を迎えるに当たり、公益社団法人荻窪法人会の会員の皆様に謹んで
新年のお慶びを申し上げます。

本年 4月から消費税率の引上げを含む改正消費税法が施行されますが、税務署では最
重点事項として改正法の円滑な実施に向け、広報・相談等各種施策に取り組んでおりま
す。会員の皆様方には引き続き税務行政へのご理解とご協力をお願いいたします。また、
e－Taxの普及促進にも広報活動等を通じ、更なるご協力をいただきたいと思います。

荻窪法人会の益々のご発展と会員の皆様の事業のご繁栄とご健勝を心からお祈り申し
上げます。

村
田
孝
太
郎

荻
窪
税
務
署 

署
長

あけましておめでとうございます。

公益社団法人荻窪法人会の皆様には、旧年中は、都税に格別のご理解とご協力をい
ただき、改めて御礼申し上げます。

杉並都税事務所では、本年も納税キャンペーンやエルタックスの普及促進をはじめ、
信頼される税務行政の確立と納税サービスの向上に取り組んでまいります。会員の皆
様には、昨年同様ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、会の益々のご発展、並びに会員の皆様のご繁栄とご健勝を心から祈念して、
新年のご挨拶とさせていただきます。

諏
訪
公
二

杉
並
都
税
事
務
所 

所
長

新年、あけましておめでとうございます。杉並区長の田中良でございます。
平成26年の年頭にあたりまして、ご挨拶申しあげます。

荻窪法人会の皆様には、穏やかな新春をお迎えのことと、心からお喜び申し上げます。また、
会員の皆様には長年にわたり住民税の特別徴収制度の定着をはじめ、産業振興や地域の
活性化を通じて区政運営にご協力いただいておりますことに改めまして御礼申し上げます。
さて、本年4月から、消費税が8％に引き上げられ、それに伴い、様々な分野での税制の
見直しが検討されております。

昨年12月には、平成26年度の税制改正大綱も閣議決定され、今後、さらに具体的な方針
が決定されていきます。これからの日本の、また地域の景況がどのような方向に向かうか、
区としても、法人会の皆様とともに、注意深く見守っていく必要があると感じております。
杉並区では、時代とともに変化する区民ニーズに的確に、かつ責任をもってお応えするため、
昨年11月に「杉並区区立施設再編整備計画」の素案を公表し、区民の皆様のご意見を、様々
な形で頂戴してまいりました。

区民の皆さまの幅広いご意見を踏まえ、この計画を策定し実施していかなければならない
と考えております。また、今年は基本構想実現に向けた取り組みを加速化していく年だと
考えております。これまで同様、喫緊の課題に対しては、引き続き力を入れてまいります。
その一例として、荻窪駅南口の区所有の「あんさんぶる荻窪」と荻窪税務署の土地・建物
を財産交換し、今後確実に増加する要介護高齢者の方が、住み慣れた地域で安心して暮
らせるよう、特別養護老人ホームの整備を進めていく予定でございます。

荻窪法人会の皆様方の、更なるお力添えを、よろしくお願いいたします。

田
中 

良

杉
並
区
長

新年あけましておめでとうございます。

公益社団法人荻窪法人会の皆様には健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

税理士会は唯一税の専門家として、申告納税制度を支え、法人会の皆様の良きパートナー
として、法人会の皆様のご要望にお応えできるよう日々努力をしております。

平成28年からマイナンバ－制度が導入されると電子という言葉がより身近なものになります。
電子で申告することは当たりまえの時代が近づいてきているかもしれません。まだ電子申告
をされていない企業の皆様はぜひ顧問税理士に代理送信をお願いしてください。税理士会
は今年も電子申告の普及促進に取り組んでまいります。また税理士会は経営革新等支援機
関の税理士等の認定の推進や地域金融機関との交流などを通じて、少しでも地元企業の
皆様のお役に立てればと考えております。これからも法人会様と税理士会が一体となって
中小企業等の皆様の支援に取り組んで行ければと思っております。どうぞ宜しくお願い致
します。結びに、法人会会員の皆様の事業のご発展とご健勝を心からお祈り申し上げます。

尾
﨑
正
俊

東
京
税
理
士
会 

荻
窪
支
部 

支
部
長

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ



会員増強中間報告の発表をする田中組織委員長あいさつする小竹会長
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
繁
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
組
織
委
員
会
の
諸
活
動
に
対
し
、

会
員
皆
様
を
は
じ
め
、
役
員
、
組
織
委
員
の

皆
様
方
に
は
、
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
頂

き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

10
、
11
月
に
実
施
致
し
ま
し
た
会
員
増
強

月
間
で
は
、
お
陰
様
で
良
い
成
果
74
・
6
％

（
12
月
4
日
現
在
）
を
上
げ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

一
重
に
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
、
荻
窪
法
人
会
は
公
益
法
人

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
法
人
企
業
は
も
と
よ
り

特
別
会
員
と
し
て
個
人
事
業
主
等
の
方
々
も

ご
入
会
が
出
来
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
荻
窪
地
域
に

最
大
の
組
織
づ
く
り
」
で
、
地
域
の
活
性
化
、

情
報
の
流
通
を
進
め
各
会
員
・
地
域
の
発
展

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

増
強
月
間
中
に
、
多
く
の
法
人
会
員
、
特

別
会
員
様
の
ご
入
会
を
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

荻
窪
法
人
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
荻
窪
法
人
会

の
良
き
伝
統
と
実
績
』
に
新
た
な
1
ペ
ー
ジ

を
目
標
に
、
全
役
員
が
団
結
し
て
荻
窪
の
組

織
力
を
強
化
し
て
い
る
段
階
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

承
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
組
織
委
員
会
活
動

を
行
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
会
員
様
も
荻
窪

法
人
会
の
行
事
に
大
い
に
参
加
さ
れ
、
利
用

し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
か
変
ら

ぬ
ご
協
力
と
今
ま
で
以
上
に
勧
奨
活
動
を
心

よ
り
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
︻
特
別
会
員
︼
総
会
で
の
議
決
権
は
無
い
事

と
、
一
部
利
用
出
来
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
他
は
法
人
会
員
と
同
じ
扱
い
で
す
。

会員増強中間報告で12月時点の加入率74.6％。

平成25年12月5日（木）、法人会2階会議室で組織委員会主催の会員増強中間報
告会が行われました。荻窪税務署より塩田副署長、今村統括官、岡田上席調査
官が出席されました。小竹会長、塩田副署長が会員増強運動のお礼のあいさつを
なされ、その後田中委員長より会員増強の中間報告の発表がありました。

支部別加入率（平成25年12月4日現在） お
陰
様
で
良
い
成
果
74
・
6
％
を

上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た

田
中
晴
弘　

組
織
委
員
会
委
員
長

組織委員会

会員増強中間報告

支部 稼動数 会員数 加入率（%）

BLOCK

1
1 103 79 76.7
2 133 102 76.7
3 150 119 79.3
4 164 125 76.2
5 138 105 76.1
計 688 530 77.0

BLOCK

2
6 121 90 74.4
7 184 104 56.5
8 194 106 54.6
9 61 43 70.5

10 54 48 88.9
計 614 391 63.7

BLOCK

3
11 111 67 60.4
12 91 59 64.8
13 54 57 105.6
14 127 110 86.6
15 197 175 88.8
計 580 468 80.7

BLOCK

4
16 107 77 72.0
17 114 78 68.4
18 105 73 69.5
19 191 118 61.8
20 141 92 65.2
計 658 438 66.6

BLOCK

5
21 77 57 74.0
22 90 82 91.1
23 103 80 77.7
24 113 113 100.0
25 182 145 79.7
計 565 477 84.4

事務局 ─ ─ 11 ─

合計 ─ 3,105 2,315 74.6

会員のみなさまへのお願い

お知り会いの方で、法人企業、個人事業主等、
未入会の方がいらっしゃいましたら、ご入会を
勧めて頂きたいと存じます。一緒に会合、行事
に参加いただければ、一層楽しい会になりま
す。なお、荻窪管内以外の法人紹介もお気軽
にご相談お受け致します。また、会員様で子会
社、関連会社がある場合は登録をお願い致しま
す（会費は無料です）。是非、事務局、支部の
役員にご一報ください。宜しくお願い致します。
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「これからの税務行政のキーワード」
講師	 荻窪税務署	署長
	 村田孝太郎

平成 25年度  ８団体共催  荻窪税務署  署長講演会

国
際
的
租
税
回
避

国
税
庁
で
は
「
適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
及
び

徴
収
の
実
現
」
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
税
務

行
政
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
国
際
化
」「
富

裕
層
」「
消
費
税
」
の
3
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
「
国
際
化
」
に
つ
い
て
で
す
。
海
外

で
受
け
取
っ
た
収
入
を
隠
し
た
り
、
利
益
を
得

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
国
の
税
制
や
租

税
条
約
の
違
い
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
ど
こ
の

国
に
も
税
金
を
納
め
な
い
と
い
っ
た
租
税
回
避

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ッ

プ
ル
社
や
大
手
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
国
際
的
租
税
回
避

事
例
は
、
皆
さ
ん
も
新
聞
等
で
ご
存
じ
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
多
国
籍
企
業
の
租
税
回
避
に

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ

れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
『
タ
ッ
ク
ス
ヘ

イ
ブ
ン
の
闇
』（
ニ
コ
ラ
ス
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
著
）

に
く
わ
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
本
書
の
な
か

で
、
特
に
ご
紹
介
し
た
い
の
が
「
企
業
の
社
会

的
責
任
の
見
直
し
」
と
い
う
項
目
で
、
要
約
す

る
と
「
企
業
は
、
投
資
家
の
損
失
に
上
限
を
設

け
た
有
限
責
任
や
世
界
各
国
ほ
ぼ
自
由
自
在
に

移
動
で
き
る
法
的
権
限
な
ど
、
並
外
れ
た
特
権

を
持
つ
が
、
一
方
で
社
会
に
対
し
て
義
務
が
あ

り
、
な
か
で
も
重
要
な
の
が
自
社
の
活
動
に
つ

い
て
の
透
明
性
を
確
保
す
る
義
務
と
納
税
の
義

務
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

平
成
12
年
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
11
代
社
長
に

就
任
し
た
豊
田
章
男
氏
は
「
税
金
を
納
め
、
雇

用
を
生
み
、
日
本
と
い
う
国
に
貢
献
す
る
こ
と

が
ト
ヨ
タ
が
存
在
す
る
意
義
で
あ
る
」
と
語
り

ま
し
た
。
企
業
と
い
う
の
は
単
に
金
儲
け
を
目

的
と
す
る
存
在
で
は
な
く
、
国
や
地
域
の
雇
用

を
維
持
し
、
そ
の
規
模
に
応
じ
た
税
金
を
払
っ

て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
も
重
要
な
使
命
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

国
税
庁
で
は
専
門
部
署
を
設
置
し
、
担
当
官

を
増
員
す
る
な
ど
し
て
国
際
的
租
税
回
避
事
案

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
租

税
条
約
な
ど
に
基
づ
く
情
報
交
換
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
54
か
国
の
租
税
条
約
を

結
ん
で
年
間
数
十
万
件
の
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。

新
し
く
創
設
さ
れ
る
国
外
財
産
調
書
制
度
に

つ
い
て
で
す
が
、
国
外
財
産
に
か
か
る
所
得
税

や
相
続
税
の
課
税
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
納
税
者
本
人
か
ら
国
外
財
産
の
保
有

状
況
を
申
告
し
て
も
ら
う
仕
組
み
が
、
平
成

24
年
度
税
制
改
正
で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
そ
の
年
の
12
月
31
日
に
お
い
て
価
格
の
合

計
が
5
千
万
円
を
超
え
る
国
外
財
産
を
保
有

し
て
い
る
人
が
、
種
類
、
数
量
、
価
格
な
ど
を

記
載
し
た
調
書
を
翌
年
の
3
月
15
日
ま
で
に

税
務
署
に
提
出
す
る
制
度
で
、
平
成
26
年
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

国
際
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
一
部
の
多

国
籍
企
業
に
よ
る
各
国
の
税
制
の
違
い
を
利
用

し
た
税
源
浸
食
・
利
益
移
転
（
B
E
P
S
）
の

平成25年11月28日（木）、杉並公会堂小ホールにおいて、村田孝太郎荻窪税務署長の講演会が開催され、「国
際化」「富裕層」「消費税」の3つをキーワードとして、これからの税務行政についてお話しいただきました。
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問
題
に
対
し
て
、
O
E
C
D
（
経
済
協
力
開
発

機
構
）
が
公
表
し
た
多
国
籍
企
業
の
行
き
過
ぎ

た
節
税
を
防
止
す
る
た
め
に
ま
と
め
た
行
動
計

画
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
づ

く
り
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

投
資
可
能
資
産
1
億
円
以
上
の
富
裕
層

2
つ
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
富
裕
層
」
で
す
。

一
般
に
、
居
住
用
の
不
動
産
や
消
費
財
を
除
い

て
、
1
億
円
以
上
の
投
資
可
能
な
資
産
を
持
っ

て
い
る
人
を
富
裕
層
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
・
メ
リ
ル
リ
ン
チ
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
日

本
は
平
成
22
年
で
1
7
4
万
人
が
富
裕
層
だ
と

試
算
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

株
価
が
22
年
の
倍
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
2
0
0
万
人
を
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

日
本
も
そ
う
で
す
が
、
先
進
各
国
が
慢
性
的

な
赤
字
財
政
に
悩
む
な
か
、「
富
裕
層
」
へ
の

課
税
強
化
の
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
富
裕
層
へ
焦
点
を
当
て

る
の
か
。
O
E
C
D
の
平
成
21
年
5
月
の
個

人
富
裕
層
に
関
す
る
報
告
書
で
示
し
て
い
ま
す

が
、
納
税
者
を
公
平
か
つ
平
等
に
取
り
扱
う
こ

と
は
税
務
行
政
の
基
本
原
則
で
あ
る
が
、
資
源

の
制
約
か
ら
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
納
税
者
に

焦
点
を
当
て
る
必
要
が
あ
り
、
個
人
富
裕
層
に

つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
①
複
雑
性
、
②

税
収
へ
の
影
響
、
③
機
会
、
④
法
令
遵
守
の
4

つ
が
挙
げ
ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

租
税
に
は
い
ろ
い
ろ
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
資
金
の
調
達
、
景
気

を
調
節
す
る
機
能
、
富
裕
層
か
ら
よ
り
多
く
の

税
を
徴
収
し
、
そ
れ
を
社
会
保
障
給
付
に
充
て

る
こ
と
に
よ
る
所
得
再
分
配
、
富
の
再
配
分
機

能
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
再
配
分
の
方
法
に
は
、

所
得
課
税
を
通
じ
て
行
う
も
の
と
資
産
課
税
を

通
じ
て
行
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
は
、

資
産
課
税
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

資
産
課
税
と
は
、
資
産
の
取
引
、
保
有
、
移

転
の
各
段
階
に
お
い
て
課
税
さ
れ
る
税
で
す
。

取
引
に
対
す
る
課
税
は
、
不
動
産
取
得
税
や
有

価
証
券
取
引
税
の
よ
う
に
資
産
の
売
買
に
対
す

る
課
税
で
す
。
保
有
に
対
す
る
課
税
は
固
定
資

産
税
な
ど
、
移
転
に
対
す
る
課
税
は
相
続
税
や

贈
与
税
が
該
当
し
ま
す
。

相
続
税
と
贈
与
税
に
つ
い
て
で
す
が
、
相
続

を
契
機
と
し
た
財
産
移
転
に
対
す
る
相
続
課
税

の
課
税
根
拠
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
遺
産

の
取
得
に
担
税
力
を
見
出
し
て
課
税
す
る
も
の

で
、
個
人
所
得
課
税
を
補
完
す
る
も
の
と
、
富

の
再
分
配
を
図
る
役
割
を
負
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
贈
与
税
は
相
続
課
税
の
存
在
を
前
提
に
、

生
前
贈
与
に
よ
る
相
続
課
税
の
回
避
を
防
止
す

る
意
味
で
、
相
続
課
税
を
補
完
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

富
裕
層
に
対
す
る
、
我
が
国
の
対
応
で
す

が
、
国
税
庁
で
は
平
成
24
年
度
の
税
制
改
正
で

国
外
財
産
調
書
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

25
年
度
税
制
改
正
で
は
、
相
続
税
の
基
礎
控

除
及
び
税
率
構
造
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
相

続
税
の
基
礎
控
除
を
5
千
万
円
か
ら
3
千
万

円
、
法
定
相
続
人
1
人
当
た
り
1
千
万
円
か
ら

6
0
0
万
円
と
、
ち
ょ
う
ど
4
割
下
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
相
続
税
の
申

告
を
す
る
方
が
か
な
り
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
相
続
税
を
節
税
で
き
る

か
。
制
度
的
に
は
贈
与
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
。
一
般
的
な
贈
与
で
は
年
間
1
1
0
万
円

の
基
礎
控
除
、
配
偶
者
へ
の
贈
与
の
配
偶
者
控

除
、
住
宅
取
得
等
資
金
の
贈
与
で
の
非
課
税
、

相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
特
別
控
除
、
教
育
資

金
の
一
括
贈
与
に
か
か
る
非
課
税
措
置
な
ど
で

す
。
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
は
、
平
成
25
年
4

月
1
日
か
ら
3
年
間
で
、
祖
父
母
が
金
融
機
関

に
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
名
義
の
口
座
を
開
設

し
、
そ
こ
か
ら
教
育
資
金
を
支
出
す
る
と
1
人

1
5
0
0
万
円
が
非
課
税
に
な
り
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
半
年
間
で
4
万
件
以
上
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。

荻
窪
税
務
署
で
も
相
続
税
や
贈
与
税
の
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。
個
別
の
申
告
相
談
に
つ
き

ま
し
て
は
予
約
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

消
費
税
が
か
か
え
る
課
題

3
つ
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
消
費
税
」で
す
。

私
ど
も
で
も
説
明
会
を
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
改
正
消
費
税
法
の
施
行
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
円

滑
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
広
報
、
相
談
、

指
導
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
転
嫁
の
相

談
に
つ
い
て
も
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

消
費
税
は
基
幹
税
目
の
一
つ
で
あ
り
、
税
率
引

き
上
げ
に
伴
う
国
民
の
関
心
も
極
め
て
高
く
、

よ
り
適
正
な
執
行
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

新
規
課
税
事
業
者
の
把
握
や
調
査
・
指
導
等

を
適
切
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在

も
消
費
税
の
滞
納
額
が
一
番
多
い
ん
で
す
が
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
を
見
据
え
て
、
滞
納
の

未
然
防
止
及
び
滞
納
の
整
理
促
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

消
費
税
の
課
題
と
し
て
は
、
不
正
還
付
や
非

居
住
者
に
よ
る
国
内
課
税
取
引
、
免
税
店
制
度

の
悪
用
な
ど
の
不
正
行
為
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
際
的
電
子
商
取
引
が
急
速
に
増
加
・

拡
大
し
、
こ
れ
に
対
す
る
課
税
方
法
が
重
要
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
重
要
度
が
増
す
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

政
府
で
は
海
外
か
ら
電
子
図
書
や
音
楽
な
ど

を
日
本
の
消
費
者
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信

す
る
サ
ー
ビ
ス
に
消
費
税
を
課
す
検
討
を
政

府
税
制
調
査
会
で
再
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

O
E
C
D
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
地
を
ど
う
定

義
す
る
か
、
消
費
地
で
課
税
す
る
に
は
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
が
あ
る
か
等
、
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
日
は
、
特
に
、
国
際
化
の
と
こ
ろ
で
、
企

業
の
重
要
な
使
命
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
も
同
じ
気
持
ち
で
会
社
経
営

を
な
さ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
引
き
続

き
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
、
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
、
事
業
の

繁
栄
を
祈
念
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
の
話
を
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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間
税
部
門
か
ら
酒
税
を
極
め
る

塩
田
副
署
長
の
お
生
ま
れ
は
、
昭
和
30
年

8
月
。
島
根
県
西
部
、
日
本
海
に
面
す
る
益

田
市
で
す
く
す
く
と
成
長
し
、
高
校
生
ま
で

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
進
学
を
め
ざ
し

て
い
た
高
校
3
年
の
と
き
、
祖
母
が
病
気
で

入
院
す
る
な
ど
、
家
庭
の
事
情
か
ら
進
学
を

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
進
路
相
談
の
先
生
か
ら
「
受
け
て
み

な
い
か
」
と
す
す
め
ら
れ
た
の
が
税
務
職
員

の
道
で
し
た
。

「
そ
れ
な
ら
、
私
は
東
京
へ
行
き
ま
す
と

言
っ
て
、
普
通
な
ら
広
島
国
税
局
で
受
験
す

る
と
こ
ろ
を
、
東
京
で
受
験
し
た
ん
で
す
」

船
橋
に
あ
る
税
務
大
学
校
東
京
研
修
所

で
の
1
年
3
か
月
の
研
修
を
終
え
、
昭
和

50
年
、
最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
が
神
奈
川

県
の
藤
沢
税
務
署
、
間
税
部
門
で
し
た
。
次

に
中
野
税
務
署
を
経
た
あ
と
、
中
央
大
学
の

夜
間
部
に
通
う
た
め
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に

近
い
武
蔵
府
中
税
務
署
に
転
勤
と
な
り
ま

す
。
蒲
田
税
務
署
、
川
崎
北
税
務
署
、
鶴

見
税
務
署
、
そ
し
て
昭
和
63
年
に
は
荻
窪

税
務
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
、

蒲
田
署
の
法
人
税
部
門
、
鶴
見
署
の
総
務
を

除
く
と
、
ず
っ
と
間
税
部
門
に
所
属
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

「
平
成
に
入
っ
て
、
東
京
国
税
局
の
酒
税

調
査
部
門
に
配
属
に
な
り
、
1
年
後
に
醸
造

試
験
所
に
入
り
ま
し
た
。
現
在
の
酒
類
総
合

研
究
所
で
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
移
転
の
問
題
が

出
て
い
た
と
き
で
、
移
転
関
係
の
庶
務
に
2

年
従
事
し
た
あ
と
、
国
税
庁
の
酒
税
課
、
そ

し
て
東
京
国
税
局
の
調
査
部
門
に
戻
り
ま
し

た
。
次
は
酒
類
指
導
官
に
な
っ
て
山
梨
で
3

年
間
過
ご
し
、
ま
た
酒
税
課
に
戻
っ
て
実
務

指
導
専
門
官
と
い
う
新
し
い
ポ
ス
ト
に
つ
き

ま
し
た
。
酒
税
調
査
部
門
の
総
括
主
査
に
な

っ
た
あ
と
、
新
宿
と
芝
税
務
署
で
酒
類
指
導

官
、
甲
府
と
横
浜
中
税
務
署
で
酒
類
業
調
整

官
を
務
め
ま
し
た
。
平
成
に
な
っ
て
か
ら
は

酒
税
ば
か
り
で
す
が
、
私
は
ず
っ
と
間
接
税

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
」

蔵
元
の
杜
氏
が
教
え
て
く
れ
た

間
接
税
は
、
税
金
を
計
算
し
て
納
め
る
よ

う
義
務
づ
け
ら
れ
た
者
と
、
実
質
的
な
納
税

者
が
異
な
る
税
金
で
、
消
費
税
や
酒
税
が
あ

り
、
消
費
税
導
入
前
に
は
物
品
税
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
法
人
税
等
の
調
査
と
違
い
、
間

接
税
の
調
査
は
独
特
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
と

い
い
ま
す
。

「
物
品
税
や
酒
税
の
調
査
の
お
も
し
ろ
さ

は
、
そ
の
工
場
や
現
場
を
見
な
が
ら
、
製
造

工
程
な
ど
を
じ
か
に
教
え
て
も
ら
え
る
こ
と

で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
決
し
て
お

話
し
で
き
な
い
企
業
秘
密
も
あ
り
ま
す
。
大

間税部門に長く携わってこられた塩田敏彦氏は、平成以降、主に酒税の調査を担当され、酒類指導官や酒類
業調整官を歴任されたのち、昨年7月に荻窪税務署副署長に就任されました。税務署に入られたきっかけ、着
任地でのエピソード、酒造メーカー等の業界の方々に学んだこと、荻窪や法人会についてなど、さまざまなお
話をうかがいました。

塩田敏彦
荻窪税務署副署長インタビュー

「蔵元で教えてもらったのは、
酒の造り方だけじゃない！」

聞き手／岡  博之・真野  大・小笠原秀明

荻窪法人会は税務の協力団体でもあります。
新任の税務署副署長の人柄を紹介しながら、税務行政について、
また荻窪の感想をお聞きします。
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手
酒
造
メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
ビ
ー
ル
工
場
や
ウ

イ
ス
キ
ー
工
場
、
小
さ
な
と
こ
ろ
で
は
清
酒

の
蔵
元
さ
ん
な
ど
に
う
か
が
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

物
品
税
が
あ
っ
た
こ
ろ
、
た
と
え
ば
毛
皮

屋
さ
ん
に
お
じ
ゃ
ま
す
る
と
、
値
段
の
差
は

ど
こ
で
出
る
か
な
ど
、
毛
皮
の
見
方
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
あ
る
熱
心
な
社
長
さ
ん
は

『
す
ご
く
い
い
毛
皮
が
入
っ
た
の
で
見
に
き
な

さ
い
』
と
電
話
を
く
れ
ま
し
た
。
骨
董
品
と

同
じ
で
、
最
初
に
本
物
の
い
い
も
の
を
見
て

覚
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
ん
で
す
。
宝

石
も
同
じ
で
、
そ
う
い
う
モ
ノ
の
知
識
は
、

業
界
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

な
か
で
も
、
若
い
こ
ろ
か
ら
、
蔵
元
の
社

長
さ
ん
や
杜
氏
の
方
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

ん
だ
そ
う
で
す
。
酒
税
専
門
の
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
も
、
伝
統
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
や
新

し
く
導
入
さ
れ
た
醸
造
技
術
な
ど
の
情
報
を

教
え
て
く
れ
る
の
は
、
そ
う
い
っ
た
蔵
元
の

方
々
だ
と
い
い
ま
す
。

「
皆
さ
ん
、
勉
強
熱
心
な
ん
で
す
。
蔵
元

の
社
長
さ
ん
に
は
哲
学
的
な
考
え
方
を
も

っ
て
い
る
方
が
多
く
て
、
日
本
の
文
化
を
背

負
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
自
負
を
お
持
ち
で

す
。
大
手
メ
ー
カ
ー
と
違
っ
て
、
地
域
密
着

型
の
蔵
元
さ
ん
で
は
、
商
売
っ
気
よ
り
地
域

貢
献
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
お
酒
の
話

だ
け
じ
ゃ
な
く
、
広
く
文
化
や
地
域
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
。
だ
か
ら
、
お
も

し
ろ
い
ん
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
調
査
に
う
か

が
う
わ
け
で
す
が
、
調
査
そ
っ
ち
の
け
で
話

を
聞
い
て
い
ま
し
た
（
笑
）」

荻
窪
は
ホ
ッ
と
す
る
街

塩
田
副
署
長
は
、
横
浜
市
青
葉
区
に
あ

る
ご
自
宅
か
ら
、
1
時
間
20
分
ほ
ど
か
け

て
通
勤
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
日
は
「
寝
て
ま

す
！
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ド
ラ
イ
ブ

に
出
か
け
、
軽
快
に
車
を
飛
ば
す
の
が
い
い

気
分
転
換
に
な
る
そ
う
で
す
。
昭
和
63
年

か
ら
2
年
間
、
荻
窪
署
に
勤
務
さ
れ
、
ま

た
新
宿
署
で
酒
類
指
導
官
を
さ
れ
て
い
た
と

き
も
荻
窪
が
管
轄
内
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

荻
窪
に
は
縁
の
あ
る
副
署
長
に
、
今
の
荻
窪

の
印
象
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
実
は
、
初
め
て
荻
窪
に
来
た
の
は
、
私

が
最
初
に
赴
任
し
た
藤
沢
税
務
署
で
の
2

年
目
な
ん
で
す
。
上
司
が
荻
窪
の
方
で
、

荷
物
を
持
っ
て
帰
る
の
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
て
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
ま
っ
す
ぐ

帰
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
上
司
が
『
3
杯
だ

け
』
と
言
っ
て
、
ふ
ろ
し
き
包
み
を
持
っ
た

ま
ま
、
駅
前
の
立
ち
飲
み
屋
さ
ん
に
入
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

荻
窪
は
お
屋
敷
も
多
く
て
、
落
ち
着
い

た
街
で
す
ね
。
以
前
、
荻
窪
署
に
い
た
と

き
、
調
査
先
ま
で
街
並
を
見
な
が
ら
歩
い

て
、
帰
り
も
歩
い
た
り
、
バ
ス
に
乗
っ
た
り

インタビューの様子

I N T E R V I E W

し
て
楽
し
か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。『
教

会
通
り
』
と
い
う
名
前
も
い
い
で
す
ね
。
当

時
か
ら
変
わ
ら
な
い
商
店
も
多
い
で
す
し
、

ホ
ッ
と
す
る
街
で
す
。
相
続
税
等
の
問
題
で

難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
緑
に
囲
ま
れ

た
お
屋
敷
の
あ
る
街
並
は
将
来
に
残
し
て
い

っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
ま

だ
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
あ
ち
こ
ち
行
っ
て
み
た
い

で
す
ね
」

副
署
長
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
法
人
会

の
講
演
や
各
種
会
合
に
大
忙
し
の
塩
田
氏
。

最
後
に
、
荻
窪
法
人
会
へ
の
一
言
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

「
今
ま
で
、
法
人
会
担
当
の
職
員
の
活
動

を
外
か
ら
見
て
い
る
だ
け
で
し
た
の
で
、
こ

ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た

（
笑
）。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
委
員
会
が
あ

る
こ
と
も
初
め
て
知
り
ま
し
た
し
、
こ
ん
な

に
活
発
な
の
か
と
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
荻

窪
法
人
会
は
特
に
す
ご
い
。
し
か
も
、
皆
さ

ん
、
会
社
経
営
や
お
勤
め
で
す
か
ら
5
時

以
降
の
活
動
で
、
こ
こ
ま
で
一
生
懸
命
や
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
、
正
直
言
っ
て
驚
き
ま

し
た
。
な
か
で
も
組
織
委
員
会
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
は
す
ご
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
荻
窪

税
務
署
と
し
て
も
、
会
合
等
に
は
で
き
る
限

り
参
加
す
る
な
ど
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
態

勢
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
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「酒税の歴史 」 講師	 荻窪税務署	副署長
	 塩田敏彦

平成 25年度  税制特別講演会

負
担
の
大
き
か
っ
た
造
石
税

税
務
署
に
お
い
て
酒
税
を
担
当
す
る
部
門
を

酒
類
指
導
官
と
い
い
ま
す
。
東
京
国
税
局
管
内

で
は
12
税
務
署
に
設
置
さ
れ
、
19
名
の
指
導
官

が
い
ま
す
。
酒
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
設
置
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
面
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
指
導
官

は
管
轄
す
る
税
務
署
を
巡
回
し
て
い
て
、
荻
窪

税
務
署
は
毎
週
木
曜
日
が
巡
回
日
で
す
の
で
、

事
前
に
予
約
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
国
税
庁
醸
造
試
験
所
勤
務
を
は
じ

め
、
税
務
の
仕
事
に
就
い
て
長
年
、
酒
税
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
本
日
は
酒
税
の
歴
史
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
お
酒
に
つ
い
て
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
酒
税
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
間
接
税

に
分
類
さ
れ
る
酒
税
は
、
個
々
の
酒
類
の
消

費
の
背
後
に
税
金
を
負
担
す
る
力
、
つ
ま
り

担
税
力
を
見
出
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
負
担
を

求
め
る
た
め
に
酒
類
を
細
か
く
分
類
し
、
税

率
を
定
め
て
い
ま
す
。
酒
税
の
課
税
方
式
で

す
が
、
現
在
は
庫く
ら
だ
し出

税
、
つ
ま
り
、
工
場
か

ら
出
荷
す
る
と
き
に
、
そ
の
移
出
数
量
に
応

じ
て
課
税
す
る
方
式
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
反
対
が
、
造
ぞ
う
こ
く石
税
で
す
。

明
治
か
ら
現
在
に
至
る
酒
税
制
度
の
年
表

を
見
ま
す
と
、
酒
税
と
い
う
の
は
比
較
的
新

し
い
ん
で
す
。
明
治
初
期
に
は
お
酒
に
対
す

る
課
税
は
な
く
、
お
酒
の
営
業
免
許
税
的
な

性
格
と
間
接
消
費
税
と
し
て
の
醸
造
税
を
併

用
し
た
か
た
ち
で
し
た
。

明
治
29
年
に
酒
造
税
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
こ

か
ら
造
石
税
の
時
代
に
な
り
ま
す
。
造
石
税

と
は
、
製
造
石
数
に
応
じ
て
課
税
す
る
も
の
で

す
が
、
当
時
の
酒
税
担
当
職
員
は
、
も
の
す
ご

く
強
力
な
権
限
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
造
っ
た

酒
は
す
べ
て
ア
ル
コ
ー
ル
分
と
数
量
を
調
べ
る

検
定
を
受
け
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
酒
税
を
課
税

し
ま
す
。
売
れ
よ
う
が
売
れ
ま
い
が
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
造
っ
て
検
定
を
し
た
段
階
で

課
税
を
し
ま
し
た
の
で
、
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
と

っ
て
は
大
変
な
負
担
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
酒

造
や
醸
造
の
技
術
が
発
展
途
上
で
し
た
か
ら
、

腐
敗
す
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
が
、

一
回
納
税
し
て
し
ま
う
と
返
し
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
納
税
は
7
月
、
9
月
、
1
月
、
3
月
の

年
4
回
。
当
時
は
決
済
が
盆
と
暮
れ
だ
け
だ
っ

た
と
い
わ
れ
ま
す
の
で
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
に
と

っ
て
は
厳
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
34
年
12
月
に
麦
酒
税
法

が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ル
も
も
ち
ろ
ん

造
石
税
で
す
が
、
製
造
日
数
が
約
60
日
と
短

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
検
定
後
1
か
月
以
内
に

税
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
こ
の
年
ま
で
ビ

ー
ル
と
果
実
酒
に
は
税
金
が
か
か
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
市
場
規
模
が
小
さ
く
、

発
展
途
上
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
昭
和
15
年
に
造
石
税
と
庫
出
税

が
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時

平成25年10月28日（月）、タウンセブン8階大会議室において、荻窪法人会税制委員会主催による、税
制特別講演会が開催されました。国税庁醸造試験所、酒類指導官、酒類業調整官等を歴任され、酒税に
関する部署に携わってこられた塩田副署長を講師にお招きし、酒税の歴史と、あまり知られていない酒税に
まつわるエピソードをお話しいただきました。
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平成 25年度  税制特別講演会

代
は
増
税
一
本
や
り
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と

戦
争
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
戦
費
調
達
の
た

め
、
酒
税
は
昭
和
24
年
ま
で
増
税
一
方
で
し

た
。
造
石
税
は
昭
和
19
年
に
廃
止
さ
れ
、
庫

出
税
の
み
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

3
度
の
大
改
正
が
あ
っ
た
酒
税
法

現
在
の
酒
税
法
の
原
型
は
、
昭
和
28
年
2
月

に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
年
に
は
同
時
に

「
酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に
関
す
る

法
律
」、
現
行
の
酒
類
業
組
合
法
も
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
酒
税
法
は
3
回
の
大
き
な
改
正
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
分
類
と
税
率
が
改
正
さ
れ
て

い
ま
す
。
第
1
は
昭
和
37
年
。
次
に
平
成
元

年
。
こ
れ
は
消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
年
で
す
。

そ
し
て
、
平
成
18
年
、
こ
の
改
正
か
ら
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
酒
税
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
と
、
平

成
18
年
の
最
も
大
き
な
改
正
点
は
、
酒
類
の
分

類
を
発
泡
性
酒
類
、
醸
造
酒
類
、
蒸
留
酒
類
、

混
成
酒
類
の
4
つ
の
大
分
類
に
し
た
こ
と
で
す
。

醸
造
酒
類
、
蒸
留
酒
類
、
混
成
酒
類
の
3
つ
は

基
本
的
な
製
造
方
法
に
よ
る
分
類
で
す
。
で
は
、

発
泡
性
酒
類
は
何
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
製
造

方
法
で
は
な
く
、
そ
の
性
状
に
着
目
し
た
分
類

と
い
え
ま
す
。
発
泡
性
酒
類
に
は
ビ
ー
ル
、
発

泡
酒
、
そ
の
他
の
発
泡
性
酒
類
の
3
つ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
の
発
泡
性
酒
類
と
は
、
い
わ
ゆ

る
第
3
の
ビ
ー
ル
と
か
新
ジ
ャ
ン
ル
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
発
泡
性
酒
類
は
、
皆

さ
ん
が
日
頃
お
飲
み
に
な
る
機
会
が
一
番
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全
体
的
に
見
て
も

き
わ
め
て
消
費
数
量
の
大
き
い
酒
類
で
す
。

昭
和
37
年
4
月
の
酒
税
法
の
大
幅
改
定
で

は
、
従
価
格
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
す
べ
て
を
従
価
税
に
し
た
の
で
は
な
く
、

メ
ー
カ
ー
か
ら
出
荷
さ
れ
る
価
格
が
一
定
額
を

超
え
た
場
合
に
課
税
す
る
も
の
で
、
清
酒
の
特

級
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
特
級
、
果
実
酒
、
ス
ピ
リ

ッ
ツ
な
ど
が
該
当
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
価
格

に
対
し
て
清
酒
で
は
1
5
0
％
の
酒
税
が
か

か
っ
て
い
て
、
計
算
方
法
も
容
器
費
用
控
除
な

ど
が
あ
り
非
常
に
複
雑
で
し
た
。
昭
和
50
年

頃
の
こ
と
で
す
が
、
ク
リ
ス
タ
ル
の
ビ
ン
に
入

っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ー
な
ど
は
、
確
か
3
万
円
以
上

し
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
ビ
ン
の
価
格

は
2
万
円
以
上
し
た
と
思
い
ま
す
。
税
額
計

算
す
る
と
き
に
、
従
価
税
と
い
え
ど
も
お
酒
の

税
金
を
ビ
ン
に
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
も

ち
ろ
ん
中
身
の
価
格
に
課
税
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
高
級
な
容
器
を
使
っ
て
い
た
時
代
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら

売
れ
ま
せ
ん
ね
（
笑
）。

ゆ
っ
く
り
酔
い
ゆ
っ
く
り
醒
め
る
醸
造
酒
！
？

も
う
一
つ
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、
平

成
元
年
4
月
の
従
価
格
制
度
の
廃
止
と
と
も
に

行
わ
れ
た
級
別
制
度
の
廃
止
で
す
。
以
前
は
、

清
酒
に
は
特
級
、
1
級
、
2
級
と
あ
り
ま
し

た
。
通
の
人
に
言
わ
せ
る
と
安
い
け
れ
ど
2
級

酒
が
う
ま
い
と
い
う
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
言

う
ん
で
し
ょ
う
。
酒
造
メ
ー
カ
ー
で
特
級
や
1

級
の
規
格
で
造
っ
て
も
、
た
と
え
ば
貯
蔵
等
を

失
敗
し
て
し
ま
う
と
級
別
審
査
で
は
ね
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
級
で
造
っ
て
落
ち
た
か

ら
と
い
っ
て
1
級
に
は
な
ら
ず
、
2
級
で
出
す

し
か
な
く
な
る
た
め
、
う
ま
い
2
級
酒
と
な
る

わ
け
で
す
。

昔
は
、
普
段
は
2
級
酒
だ
け
れ
ど
、
お
つ
か

い
も
の
に
は
特
級
酒
と
い
う
よ
う
な
選
び
方
を

し
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
級
別
が
廃
止
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
酒
屋
さ
ん
で
ど
れ
を
選
ん
だ
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
吟
醸
や
大
吟
醸
、
純
米
酒
、
純
米

大
吟
醸
な
ど
と
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ

な
り
の
作
り
を
し
て
い
ま
す
の
で
買
っ
て
間
違

い
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
の
が
本
醸
造
酒
で
す
。
実
は
、
本
当
に

お
酒
を
飲
む
方
に
持
っ
て
い
っ
て
喜
ば
れ
る
の

は
、
本
醸
造
酒
な
ん
で
す
。
そ
ん
な
に
高
く
あ

り
ま
せ
ん
し
、
地
方
の
蔵
の
本
醸
造
酒
を
探
し

て
い
た
だ
く
の
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
で
も
お
話
し
し

た
「
和や
わ

ら
ぎ
水
」
を
お
勧
め
し
て
締
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
醸
造
試
験
所
に
い
た
と
き

に
、
あ
る
先
生
に
「
二
日
酔
い
に
な
ら
な
い
酒

を
造
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
た
ら
、「
飲

む
な
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
（
笑
）。
お
酒
を
一
口

飲
ん
だ
ら
、
一
口
お
水
を
飲
む
。
そ
の
お
水
を

「
和や
わ

ら
ぎ
水
」
と
呼
び
ま
す
。
そ
し
て
、
い
い

時
間
で
切
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
二
日
酔

い
に
な
っ
た
と
し
て
も
楽
だ
そ
う
で
す
。
洋
酒

を
飲
む
と
き
の
チ
ェ
イ
サ
ー
と
同
じ
で
す
。

清
酒
な
ど
の
醸
造
酒
は
旨
味
成
分
が
た
く
さ

ん
入
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど

の
蒸
留
酒
は
香
気
成
分
は
多
い
で
す
が
、
旨
味

成
分
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
酔
い

方
に
時
間
差
が
出
ま
す
。
蒸
留
酒
は
摂
取
す

る
と
、
即
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
に
回
り
ま
す
の
で

酔
う
の
も
早
い
で
す
。
醸
造
酒
は
ゆ
っ
く
り
回

っ
て
き
ま
す
。
急
激
に
酔
う
と
醒
め
る
の
も
早

く
、
ゆ
っ
く
り
酔
え
ば
ゆ
っ
く
り
醒
め
ま
す
か

ら
、
清
酒
が
翌
日
残
る
と
い
う
の
も
そ
う
い
う

こ
と
で
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
む
と
き
よ
り
も
早

め
に
家
に
帰
っ
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
（
笑
）。

体
に
い
い
「
和や
わ
ら
ぎ
水
」
と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
清

酒
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
と

り
と
め
の
な
い
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
清
聴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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国税庁では、毎年11月11日～11月17日を
「税を考える週間」と定め、様々な広報・広
聴活動を行っています。
平成 25年度のテーマは、「税の役割と税務
署の仕事」とし、これまで国税庁が行ってき
たIT化・国際化に関する取組を紹介するとと
もに、国税電子申告・納税システム（e-Tax）
をはじめとした国税庁のＩＴ化に関する諸施
策について、それらの利用を促進します。
今回は活動の中で、荻窪法人会が参加した
「中学生の税についての作文」「税に関する
絵はがきコンクール」「税の標語」の受賞作
品と「杉並納税街頭キャンペーン」のレポー
ト、そして、「荻窪税務署 署長表彰・署長
感謝状受彰者」「杉並都税事務所 所長感謝
状受彰者」「杉並区 納税功労表彰受彰者」
を紹介いたします。

税を考える週間

税を考える週間の前身は、昭和29年「納税者の声を聞く月間」として設けられ、その後、世の中の動きと共に名称と施策が変化していき、昭和31年「納税者の
声を聞く旬間」、昭和49年「税を知る週間」となりました。「税を知る週間」は ❶税を社会全体の役割の中で捉える見地から、給与所得者や主婦、学生等を含め
た幅広い「国民各層」が税のよき理解者、協力者であるべきことを改めて認識し、広報広聴の対象とする、❷各種の施策を通じて、単に「声を聞く」という受身の
姿勢だけではなく、積極的に税の重要性、執行の公平性、税務相談や不服審査の活用方法等を広報する。こととしていました。しかし、近年の経済社会の構造、
税務行政を取り巻く環境の著しい変化に的確に対応するためには、税についてより深く理解していただく必要があり、そこで単に税を「知る」だけでなく、より能
動的に税の仕組みや目的などを考え、国の基本となる税の理解を深めていただくことを明確にするために、平成16年に「税を考える週間」 と改称されました。
（詳しくは：国税庁ホームページ「税を考える週間」 http://www.nta.go.jp/kohyo/katsudou/week/index.htm）

税を考える週間とは？　～「知る」から「考える」へ～（国税庁ホームページ「税を考える週間」より抜粋）

平成25年度

平成 2 5年度   税を考える週間

僕
は
税
金
に
つ
い
て
全
く
知
識
が
な
い
。
そ
の

為
一
番
身
近
な
消
費
税
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に

し
た
。

ま
ず
、
消
費
税
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
物
や
サ
ー

ビ
ス
を
「
消
費
」
し
た
と
き
に
か
か
る
税
金
の
こ
と

だ
。
こ
れ
は
公
平
な
税
金
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

消
費
税
は
人
々
が
生
き
る
た
め
の
衣
・
食
・
住
に
か

か
る
税
金
。
所
得
の
多
い
富
め
る
人
も
、
ぎ
り
ぎ
り

の
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る
人
も
、
同
じ
消
費
に
対
し

税
率
は
同
じ
な
の
だ
。
老
若
男
女
、
所
得
に
関
わ
ら

ず
全
く
同
様
の
義
務
を
負
担
さ
せ
る
現
在
の
税
制
度

は
、
必
ず
み
ん
な
に
と
っ
て
公
平
で
あ
る
と
は
言
い

き
れ
な
い
、
と
僕
は
思
う
。

で
は
他
の
国
と
比
較
し
て
考
え
て
い
こ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
、
贅
沢
品
に
は
高
い
消

費
税
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
主

食
や
飲
料
水
な
ど
の
生
活
必
需
品
は
0
％
だ
っ

た
り
と
低
い
消
費
税
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
贅
沢

品
の
車
な
ど
高
い
物
は
お
金
の
あ
る
人
し
か

使
っ
た
り
は
し
な
い
。
逆
に
、
生
活
必
需
品
は

だ
れ
も
が
買
う
物
な
の
で
低
い
消
費
税
で
な
り

た
っ
て
い
る
の
だ
。
僕
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
非

常
に
効
率
的
だ
と
思
う
。

現
在
、
日
本
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
や
、
失

業
者
対
策
の
た
め
に
多
額
の
税
が
必
要
で
あ
る
の

に
加
え
て
、
多
く
の
国
債
を
か
か
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
今
日
本
が
直
面
し
て
い
る
状
況
を
み

る
と
税
収
を
増
や
す
方
法
を
早
く
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
は
明
ら
か
な
の
だ
。

実
際
に
政
府
は
増
税
に
関
す
る
新
た
な
案
の
作

成
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
民
の
多
く
は

増
税
に
賛
成
し
て
い
る
が
、
人
々
は
そ
の
や
り
方

に
つ
い
て
不
満
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
ど

う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。
今
政
府
は
消
費
税
を
一

律
で
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
所
得
格

差
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
「
公
平
」
で

は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
僕
は
、
前
に
述

べ
た
商
品
に
よ
っ
て
税
率
を
変
え
る
制
度
の
方
が

有
効
だ
と
思
う
。
そ
う
す
れ
ば
よ
り
「
公
平
」
な

制
度
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

税
は
僕
た
ち
の
日
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た

め
に
は
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
僕
た
ち
を
苦
し
め
る
も
の
で
あ
っ
て

は
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
政
府
は
国
民
の

幸
せ
を
一
番
に
考
え
改
革
を
行
う
べ
き
だ
。
そ
し

て
、
国
民
で
あ
る
僕
た
ち
一
人
一
人
も
、
常
に
問

題
意
識
を
も
ち
、
税
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文 

受
賞
作
品

税
金
に
つ
い
て

杉
並
区
立
松
溪
中
学
校 

3
年 

多
田
大
輝

荻
窪
法
人
会
長
賞 

受
賞
作
品
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私
は
、
今
ぱ
っ
と
“
税
金
”
と
言
わ
れ
て
も
、

あ
ま
り
ど
ん
な
も
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

私
は
“
税
”
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
祖
父
に
聞
い

て
み
ま
し
た
。

私
は
去
年
の
十
二
月
の
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
考

え
て
み
ま
し
た
。
私
の
祖
父
が
、
十
二
月
に
急
性
心

筋
梗
塞
で
意
識
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
救
急

車
が
早
急
に
き
て
く
だ
さ
り
、
あ
と
一
分
く
ら
い
の

祖
父
の
命
を
大
学
病
院
へ
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
救
急
車
も
税
金
が
あ
る
か
ら
、
助
け
に
き
て
く
れ

る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
、
祖
父
か
ら
聞
い
た
話
で

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
救
急
車
か
ら
祖
父
の
命
を
受
け
取
っ
て

素
早
い
処
置
を
し
て
く
れ
た
、
大
学
病
院
の
先
生
は

本
当
に
祖
父
の
命
の
恩
人
だ
と
思
い
ま
す
。
病
院
の

先
生
方
も
税
金
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
す
ご
い
処
置
を

し
て
く
れ
て
、
祖
父
は
税
金
で
救
わ
れ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
税
金
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
が
一

番
身
近
に
感
じ
る
“
税
”
は
「
消
費
税
」
で
す
。

我
が
国
日
本
で
は
5
％
の
消
費
税
が
あ
り
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
私
は
、
ど
う
し
て
5
％
も
と
ら
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
と
て
も
疑
問
に
思
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
今
こ
う
し
て
、「
消
費
税
」

に
つ
い
て
、
着
目
し
て
み
る
と
こ
の
税
は
た
だ
た

ん
に
、
国
に
納
税
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
社
会

保
障
費
と
し
て
つ
か
わ
れ
、
所
得
税
等
は
国
を
支

え
る
た
め
の
税
で
あ
り
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地

域
を
支
え
る
の
が
地
方
税
な
ど
、
こ
の
よ
う
に
国

や
地
方
の
安
定
し
た
く
ら
し
を
維
持
す
る
に
も
関

わ
っ
て
い
る
ん
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
中
学
三
年

生
ま
で
は
、
病
院
で
無
料
で
診
察
し
て
も
ら
え
る

こ
と
も
、
税
金
の
お
か
げ
で
す
。

こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
ま
だ
納
税
を
し
て

い
な
い
私
が
、
国
に
消
費
税
を
“
取
ら
れ
る
”
な

ど
と
い
う
言
い
方
を
す
る
の
は
、
絶
対
に
し
て
は

い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
共
働
き
を
し
て
い
る

両
親
は
、
私
が
し
ら
な
い
間
に
ず
っ
と
納
税
を
し

て
く
れ
て
、
家
族
を
養
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。

更
に
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
町
の
公
園
、
図

書
館
な
ど
、
普
段
使
っ
て
い
た
私
の
周
り
の
も
の

全
て
に
“
税
金
”
は
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
こ
の

「
税
の
作
文
」
を
書
く
こ
と
で
、
改
め
て
じ
っ
く

り
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
身
近
な

家
族
や
大
人
が
納
税
し
て
く
れ
て
い
る
“
税
”
と

い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
、
私
た
ち
は
不
自
由
な

く
、
生
き
て
い
け
る
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
そ
の
“
税
”
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
施
設
を

無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
し
、
学
校
の
図
書
室

に
あ
る
本
な
ど
も
す
す
ん
で
利
用
し
て
い
く
こ
と

が
、
納
税
を
し
て
く
れ
て
い
る
人
に
対
す
る
感
謝

の
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
教
科
書
も
同
じ
で
無

駄
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
作
文
を
書
い
て
い
て
、
私
は
確
信
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
“
税
”
は
国
に
取
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
す
す
ん
で
納
税
す
る
も
の

だ
と
い
う
こ
と
。
自
分
た
ち
が
納
税
を
す
る
こ
と

で
、
祖
父
の
命
も
救
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
も
大
人
に
な
っ
た
ら
、

す
す
ん
で
納
税
が
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
夏
休
み
税
金
に
つ
い
て
調
べ

た
。
そ
の
中
で
日
本
の
債
務
が
一
千
兆
円
突
破

と
い
う
記
事
に
驚
い
た
。
天
文
学
的
な
借
金
の

多
さ
は
、
私
の
想
像
を
超
え
て
い
た
。
私
は
日

本
が
大
好
き
だ
。
大
好
き
な
家
族
に
借
金
が
あ

れ
ば
、
家
族
を
支
え
る
た
め
に
、
無
駄
使
い
は

絶
対
に
し
な
い
。
こ
の
借
金
を
返
済
し
て
い
く

の
は
、
日
本
の
家
族
で
あ
る
私
達
だ
。

し
か
し
、
健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
社
会
で

な
け
れ
ば
こ
の
返
済
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め

に
税
金
の
三
つ
の
力
が
必
要
だ
。

一
つ
は
、「
育
て
る
力
」
だ
。
学
校
や
部
活
動

な
ど
私
達
が
育
つ
環
境
は
税
金
が
用
意
し
て
く
れ

て
い
る
。
そ
の
力
で
私
達
は
未
来
の
日
本
を
支
え

る
大
人
に
成
長
で
き
る
。
二
つ
目
は
「
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
力
」
だ
。
警
察
、
消
防
署
な
ど
安
全

な
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
道
路
や
橋
な
ど
み
ん
な
の

た
め
の
事
業
に
税
金
を
使
う
こ
と
で
、
仕
事
を
作

り
経
済
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

こ
の
力
が
安
心
社
会
を
支
え
て
い
る
。

三
つ
目
は
、「
助
け
る
力
」
だ
。
こ
れ
は
、
保

護
や
教
育
費
な
ど
だ
。
生
活
保
護
法
に
は
、「
国

が
生
活
に
困
窮
す
る
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
、
そ

の
困
窮
の
程
度
に
応
じ
、
必
要
な
保
護
を
行
い
、

そ
の
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
自
立
を
助
長
す
る
こ
と
」
と
書
か
れ
て
お

り
、
知
ら
な
い
誰
か
を
思
う
こ
の
内
容
に
感
激
し

た
。
だ
け
ど
、
不
正
受
給
者
や
働
け
る
の
に
働
か

な
い
人
も
い
る
と
聞
く
。
生
活
保
護
法
の
思
い
を

一
部
の
心
な
い
人
が
悪
用
し
、
本
当
に
必
要
と
し

て
い
る
人
が
偏
見
で
見
ら
れ
て
し
ま
う
。
許
せ
な

い
。
債
務
返
済
の
た
め
に
も
、
無
駄
な
支
出
を
決

し
て
許
さ
な
い
決
意
と
本
当
に
必
要
な
事
に
税
金

力
を
使
う
熱
意
が
必
要
だ
。

私
の
祖
父
は
、
80
歳
ま
で
働
き
、
日
焼
け
し
た

笑
顔
で
孫
の
私
を
い
つ
も
迎
え
て
く
れ
た
。
そ
の

日
焼
け
し
た
笑
顔
は
や
さ
し
く
、
私
に
い
つ
も
力

を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
祖
父
の
胃
に
が
ん
が

見
つ
か
っ
た
の
は
、
昨
年
の
夏
の
こ
と
だ
。
秋
に

は
胃
を
全
て
摘
出
し
腸
と
食
道
を
直
接
つ
な
い
だ

手
術
を
受
け
た
。
祖
父
は
今
も
生
き
て
い
る
。

う
れ
し
い
。
今
、
家
族
に
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い

笑
顔
が
溢
れ
て
い
る
。
そ
の
手
術
に
使
わ
れ
た
国

民
健
康
保
険
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
祖
父

の
手
術
を
助
け
、
命
を
つ
な
ぎ
、
家
族
に
笑
顔
を

取
り
戻
し
て
く
れ
た
の
も
税
金
の
「
助
け
る
力
」

の
お
か
げ
だ
。
知
ら
な
い
人
達
の
力
も
か
り
て
、

今
、
祖
父
は
生
き
て
い
る
。
祖
父
も
今
ま
で
税
金

と
い
う
形
で
誰
か
を
支
え
て
き
た
。
人
を
助
け
、

人
に
助
け
ら
れ
る
。
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
自

分
に
も
い
つ
か
還
っ
て
く
る
。
こ
れ
が
、
本
当
の

税
金
の
使
わ
れ
方
だ
と
私
は
思
う
。
お
金
に
は
、

そ
れ
自
体
は
何
の
価
値
も
な
い
。
だ
け
ど
、
思
い

を
込
め
て
そ
れ
を
本
当
に
必
要
と
す
る
人
の
た
め

に
使
う
こ
と
で
、
価
値
が
生
ま
れ
る
。
将
来
日
本

の
債
務
返
済
の
た
め
、
何
よ
り
私
の
知
ら
な
い
誰

か
を
支
え
る
た
め
に
税
金
を
し
っ
か
り
払
う
。
そ

し
て
、
当
た
り
前
の
今
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
税

金
力
に
気
付
き
、
知
ら
な
い
誰
か
に
感
謝
す
る
。

そ
ん
な
大
人
に
私
は
な
ろ
う
と
思
う
。

税
金
力  
～
知
ら
な
い
誰
か
の
た
め
に
～

杉
並
区
立
井
荻
中
学
校 

2
年 

末
松
愛
菜

荻
窪
税
務
署
長
賞 

受
賞
作
品

税
金
の
大
切
さ

杉
並
区
立
東
原
中
学
校 

3
年 

矢
島 

望

荻
窪
税
務
署
長
賞 

受
賞
作
品

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文 

受
賞
作
品

平成 2 5年度   税を考える週間
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﹁
杉
並
納
税
街
頭
パ
レ
ー
ド
﹂
を
終
え
て

社
会
貢
献
委
員
長　

加
藤
敏
行

第
5
回
杉
並
納
税
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

平
成
25
年
11
月
3
日（
日
）に
行
い
ま
し
た
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
杉
並
区
、
杉
並
都
税
事
務
所
、
杉
並
税

務
署
、
荻
窪
税
務
署
と
各
税
務
署
の
関
係

団
体
が
主
催
し
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
荻
窪
税
務
署
及
び
関
係
団
体
は
、

都
税
事
務
所
か
ら
杉
並
公
会
堂
ま
で
の
街

頭
パ
レ
ー
ド
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

及
び
荻
窪
駅
周
辺
の
税
に
関
す
る
チ
ラ
シ

な
ど
の
配
布
が
担
当
で
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
体
と
し
て
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
阿
佐
ヶ
谷
パ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
な
ど
も
「
杉
並

納
税
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
内
容
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
前
回
よ
り
杉
並

区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
税
に
関
す
る

展
示
も
行
っ
て
お
り
今
回
も
「
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
の
入
選
作
の
掲
示
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
前
々
日
の
天
候
の
判
定
に

お
い
て
、
当
日
の
天
候
に
は
ま
っ
た
く
問
題

な
し
と
な
り
金
曜
日
に
は
開
催
を
決
定
し

ま
し
た
が
、
前
日
に
天
気
予
報
が
変
わ
り

曇
り
一
時
雨
に
な
り
ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
し
た
が

な
ん
と
か
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
パ
レ
ー
ド
は
、
前
回
の
反
省
に
よ

り
準
備
作
業
を
入
念
に
進
め
た
こ
と
に
よ

り
運
営
面
で
は
過
去
一
番
良
い
出
来
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
事
故
、

ト
ラ
ブ
ル
等
が
無
く
終
わ
り
ま
し
た
こ
と

を
当
日
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
関
東
、
西
武

の
バ
ス
会
社
に
も
多
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
杉
並
、
荻
窪
の
警
察
署
の
ご
理
解

も
年
々
高
ま
り
、
交
通
規
制
そ
の
他
の
面
で

の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
な

お
、第
6
回
は
11
月
2
日（
日
）に
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
度  

税
を
考
え
る
週
間

第
5
回 

杉
並
納
税

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平成 2 5年度   税を考える週間
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第
4
回
﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

女
性
部
会
長　

織
茂
育
代

女
性
部
会
の
一
番
大
き
な
事
業
と
し
て
、
活
動
し
て
い
る
の
は

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
す
。
募
集
の
対
象
は
荻

窪
税
務
署
管
轄
の
区
立
小
学
校
18
校
の
5
年
生
・
6
年
生
の
児
童

で
す
。
毎
年
5
月
の
連
休
明
け
頃
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
が
始

ま
り
ま
す
。

各
小
学
校
が
夏
休
み
（
7
月
中
旬
）
に
な
る
前
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
、
絵
は
が
き
を
描
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
各
学

校
の
校
長
、
副
校
長
先
生
に
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

夏
休
み
の
終
わ
る
9
月
の
上
旬
に
、
子
供
た
ち
が
描
い
た
絵
は
が

き
を
小
学
校
に
受
け
取
り
に
行
き
ま
す
。
本
年
は
4
年
目
な
の
で

各
小
学
校
の
受
け
入
れ
体
制
が
浸
透
し
た
よ
う
で
、
結
果
4
3
3

枚
の
絵
は
が
き
が
集
ま
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
全
作
品
は
、
ど
れ
を
見
て
も
丁
寧
で
繊
細
に
描
か

れ
て
い
て
子
供
た
ち
に
税
の
知
識
が
こ
ん
な
に
も
あ
る
の
か
と
毎

回
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
全
作
品
の
中
か
ら
荻
窪
税
務
署
長
賞
、
荻
窪
法
人
会

長
賞
、
女
性
部
会
長
賞
、
入
選
10
作
品
を
選
抜
い
た
し
ま
す
。

4
3
3
枚
か
ら
た
っ
た
の
13
枚
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
重

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
は
署
長
賞
は
天
沼
小
学
校
5
年
生
、
平

田
愛
さ
ん
、
会
長
賞
は
桃
井
第
一
小
学
校
6
年
生
、
馬
渕
も
も
こ

さ
ん
、
部
会
長
賞
は
桃
井
第
一
小
学
校
5
年
生
、
山
崎
ひ
か
り
さ

ん
の
3
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
優
秀
賞
の
3
名
と
入
選
10
名
の

子
供
た
ち
に
は
授
賞
式
を
行
い
表
彰
状
と
副
賞
を
渡
し
ま
し
た
。

そ
し
て
全
作
品
は
2
月
中
旬
か
ら
荻
窪
税
務
署
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
絵
は
が
き
募
集
に
多
大
な
ご
協
力
を
く

だ
さ
っ
た
保
坂
副
会
長
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 25年度   税を考える週間

第 4 回

税に関する絵はがきコンクール

入 賞 作 品

入賞・入選作品をご紹介します。

荻窪法人会長賞
桃井第一小学校6年
馬渕ももこ

荻窪税務署長賞
天沼小学校5年
平田 愛女性部会長賞

桃井第一小学校 5年
山崎ひかり

平成 2 5年度   税を考える週間



 　16

入 選 作 品

校長室にて授賞式 入賞者の皆さんと記念撮影 朝礼での授賞式の様子

西田小学校6年
野地真未

桃井第一小学校6年
大石稜太郎

桃井第一小学校5年
西村時喜

桃井第五小学校6年
岩片 智

桃井第四小学校6年
鈴木晴捺

桃井第四小学校5年
山本 龍

桃井第四小学校5年
三井愛佳

荻窪小学校5年
柳橋知花

久我山小学校6年
法兼知杏

荻窪小学校5年
松田実々

平成 2 5年度   税を考える週間



17　

平成25年11月15日（金）、杉並会館において平成25年度の納税表彰式が行われました。法人会の活動を通して
税務行政の運営に尽力された皆さまに対し、 村田荻窪税務署長より表彰状、感謝状が授与されました。

荻窪税務署 署長表彰・署長感謝状受彰者

杉並区 納税功労表彰受彰者

杉並都税事務所 所長感謝状受彰者

税 の 標 語

常任理事・山下民子税制委員長（1列目 
右から2番目）、常任理事・嶋信介第5ブ
ロック長（1列目 左から2番目）

荻窪税務署 署長表彰受彰者

この度は杉並区より荻窪法人会の副会長として納税功労の
表彰をいただきました。
大変に名誉な表彰をいただけたのも法人会の皆様のおかげ
と感謝しております、ありがとうございます。
この度は法人会の組織の中での仕事に対して今回表彰をい
ただきました、いままで私自身がどれだけのお役に立ったか
わかりませんが、今後とも法人会の発展、法人会を通じて杉
並区、区民の発展にお役に立っていきたいと思っています。

柴田豊幸

荻窪税務署 署長感謝状受彰者

杉並都税事務所 所長感謝状受彰者

木山濃美副会長（1列目 右から3番目）、常
任理事・秦寿吉第4ブロック長（1列目 左か
ら2番目）

常任理事・嶋信介第5ブロック長（1列目 
左から3番目）

入賞作品をご紹介します。

この国の 全ての人が平等に
納めて支える消費税

標語を 作って税を知る
税を知って 未来が変わる

入 賞 作 品

荻 窪 税 務 署  署 長 賞
井草中学校 ３年 内田駿作

荻 窪 法人会 会 長 賞
東原中学校 2年 伊室花保

平成 25年度   税を考える週間

平成 25年度

平成25年度

平成25年度

平成 2 5年度   税を考える週間
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正
し
い
食
生
活
で

﹁
健
康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
﹂

「
元
気
で
長
生
き
」
す
る
た
め
に
は
、
次
の
3

つ
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
第
1
に
「
健

康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」。
な
か
で
も
正
し
い

食
生
活
が
大
事
で
、
こ
れ
に
よ
り
30
〜
40
％
の

が
ん
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

次
に
「
病
気
の
予
防
」
で
す
。
こ
こ
で
一
番
大
切

な
の
は
禁
煙
で
、
30
％
の
が
ん
が
予
防
で
き
ま

す
。
3
つ
め
は「
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」

で
す
。
早
期
で
あ
れ
ば
高
率
に
、
内
視
鏡
や
簡

単
な
治
療
で
治
癒
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

で
は
ま
ず
「
健
康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
に

つ
い
て
で
す
。
世
界
で
最
も
知
ら
れ
て
い
る
雑

誌
の
一
つ
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』

2
0
0
5
年
11
月
号
に
、
世
界
で
最
も
際
立
っ

た
長
寿
の
地
域
と
グ
ル
ー
プ
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
長
寿
の
秘
訣
」。
最
初
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
が
沖
縄
で
す
。
そ
の
こ
ろ
、
沖

縄
の
平
均
寿
命
が
男
性
は
78
歳
、
女
性
が
86
歳
。

沖
縄
は
世
界
一
の
長
寿
地
域
と
い
わ
れ
、
元
気

な
高
齢
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
カ
ロ
リ
ー
控
え
め
の

沖
縄
の
伝
統
食
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

す
。
野
菜
を
山
盛
り
に
し
て
豆
腐
と
み
そ
汁
、

少
量
の
肉
か
魚
を
添
え
る
沖
縄
の
食
事
は
、
小

さ
な
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
1
個
よ
り
も
低
カ
ロ
リ
ー

で
、
そ
の
う
え
体
に
良
い
栄
養
素
は
は
る
か
に

豊
富
。
ま
た
、
第
2
次
世
界
大
戦
以
前
に
育
っ

た
人
々
の
多
く
は
、
飽
食
の
習
慣
に
染
ま
ら
ず
、

昔
な
が
ら
の
養
生
訓
「
腹
八
分
目
」
を
守
っ
て

い
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
沖
縄
の
人
々
の
健
康
が
急
速

に
蝕
ま
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
3
年
度
、
厚
生

労
働
省
発
表
の
都
道
府
県
別
平
均
寿
命
で
沖
縄

の
男
性
の
平
均
寿
命
は
す
で
に
30
位
に
転
落
。

沖
縄
の
女
性
の
平
均
寿
命
も
3
位
に
後
退
し
て

い
ま
す
。
沖
縄
は
食
生
活
が
最
も
劇
的
に
変
化

し
た
県
で
す
。
米
軍
の
影
響
も
あ
り
、
肉
食
中

心
の
食
生
活
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
ま

た
、
車
社
会
の
た
め
町
の
中
心
街
以
外
は
歩
い

て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
ま
せ
ん
。
最
近

で
は
、
生
活
習
慣
病
に
か
か
り
や
す
い
肥
満
者

の
割
合
は
全
国
で
最
も
高
く
、
50
〜
60
代
の
男

性
の
半
数
は
肥
満
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
版
世
界
保
健
統
計
に
よ
る
と
、

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
83
歳
で
、
ス
イ
ス
と
と

も
に
世
界
最
長
。
日
本
で
は
男
女
と
も
長
野
県

が
ト
ッ
プ
で
、
世
界
一
の
長
寿
地
域
で
す
。
長
野

県
は
、
全
国
で
野
菜
の
摂
取
量
が
1
位
、
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
数
が
1
位
、
喫
煙
率
の
低
さ
は

3
位
。
一
方
、
1
人
当
た
り
の
老
人
医
療
費
は

一
番
低
い
そ
う
で
す
。

先
の
雑
誌
で
2
番
目
に
紹
介
さ
れ
た
長
寿
地

域
は
、
イ
タ
リ
ア
の
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島
で
す
。

1
0
0
歳
を
超
え
る
人
の
割
合
が
多
く
、
長
生

き
の
男
性
が
多
い
そ
う
で
す
。
自
家
製
の
ワ
イ

ン
を
よ
く
飲
み
、
野
菜
の
摂
取
が
多
い
か
ら
長

寿
だ
と
い
う
の
で
す
が
、
一
番
の
有
力
な
理
由
は

生
活
様
式
で
、
こ
の
あ
た
り
で
は
家
計
の
管
理

や
さ
ま
ざ
ま
な
家
事
を
妻
が
中
心
に
な
っ
て
取

り
仕
切
る
た
め
夫
の
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
る

と
い
う
の
で
す
。

ど
う
や
ら
「
元
気
で
長
生
き
」
の
理
由
は
食

【厚生事業委員会とは】厚生事業委員会は主に会員企業の福利厚生を担当する委員会です。事業内容は・異業
種交流会・バス研修会・各保険制度の普及推進・人間ドック、病院施設の斡旋、紹介など多岐にわたっています。
異業種交流会は未加入企業にも参加を促し地元の企業間の橋渡しを担っています。また、会員の健康管理の一
環として毎年秋に健康セミナーを開催していますが会員に限らず一般の方にもセミナーの受講を促進しています。

主催：荻窪法人会  厚生事業委員会

平成25年度

第27回健康セミナー
「元気で長生き」

講師：宮城嗣善  医師 東京衛生病院健診センター部長

平成 2 5年 10月 2 2日（火）、荻窪タウンセブン 8階大会議室にお
いて、厚生事業委員会主催による健康セミナーが開催されました。
講師には、地元・東京衛生病院の宮城嗣善氏をお迎えし、「元気
で長生き」をテーマに、お話しいただきました。

＜プロフィール＞ みやぎ しぜん　米国ローマリンダ大学医学部
卒業。米国オハイオ州ケタリング・メディカルセンター にて内科
研修、沖縄アドベンチスト・メディカルセンターを経て、2007年
より東京衛生病院健診センター部長、現在に至る。専門領域は
日本総合内科専門医、 米国内科専門医、 日本消化器内視鏡学
会専門医、人間ドック健診専門医、日本禁煙学会専門医、検
診マンモグラフィ読影認定医、産業医、薬剤師、臨床検査技師
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べ
物
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
2
0
0
8
年

に
発
表
さ
れ
た
研
究
で
は
、
先
進
国
に
住
む
人

で
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
人
は
、
そ
う
で
な
い
人

に
比
べ
て
、
平
均
7
年
か
ら
10
年
長
生
き
を
し

て
お
り
、
事
故
死
も
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
心
を
持
ち
、
多
く
の
人

と
会
話
を
楽
し
み
、
活
動
的
に
生
き
る
と
い
う

こ
と
が
「
元
気
で
長
生
き
」
の
秘
訣
と
も
い
え

そ
う
で
す
。

こ
こ
で
、
こ
の
雑
誌
で
3
番
目
に
紹
介
さ
れ
た

の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
派
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
記
事
に
は

「
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
は
一
貫
し
て
健
康
的
な
食
生

活
、
食
習
慣
を
励
行
し
、
実
践
し
て
き
た
。
禁

酒
、
禁
煙
を
掲
げ
、
豚
肉
な
ど
聖
書
で
不
浄
と

さ
れ
る
食
品
を
口
に
す
る
こ
と
も
禁
じ
て
い
る
。

土
曜
日
を
安
息
日
と
定
め
て
信
徒
同
士
で
交
流

し
、
静
か
に
過
ご
す
と
い
う
習
慣
も
ス
ト
レ
ス

解
消
に
役
立
つ
」
と
紹
介
さ
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
に
住
む
住
民
の
平
均
に
比
べ
て
、
4
年
か

ら
10
年
長
生
き
す
る
と
い
う
驚
く
べ
き
も
の
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

世
界
癌
研
究
機
構
・
米
国
癌
研
究
協
会
は
、

食
事
と
が
ん
の
関
係
に
つ
い
て
膨
大
な
医
学
的
文

献
を
調
査
し
、
が
ん
の
発
生
を
防
ぐ
に
は
ど
う
い

っ
た
食
べ
物
を
食
べ
た
ら
よ
い
か
を
、
10
か
条
に

ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
1
9
9
7
年
に
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
2
0
0
7
年
に
第
2

次
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、
①
正
常
範
囲
の

な
か
で
で
き
る
だ
け
ス
リ
ム
な
体
を
保
つ
こ
と
、

②
日
常
生
活
の
な
か
で
体
を
よ
く
動
か
す
こ
と
、

③
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
食
物
の
摂
取
を
制
限
す
る
こ

と
、
④
大
部
分
の
食
べ
物
を
植
物
性
に
す
る
こ

と
、
⑤
赤
肉
の
摂
取
を
減
ら
し
、
加
工
肉
を
避

け
る
こ
と
、
⑥
飲
酒
を
制
限
す
る
こ
と
、
⑦
塩

分
の
摂
取
を
制
限
し
、
カ
ビ
の
生
え
た
穀
類
や
豆

類
の
摂
取
を
避
け
る
こ
と
、
⑧
栄
養
は
サ
プ
リ
メ

ン
ト
で
は
な
く
、
食
物
か
ら
採
る
よ
う
に
す
る
こ

と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹁
病
気
の
予
防
﹂
は
禁
煙

次
に
「
病
気
の
予
防
」
で
す
。
最
近
、
中
国

の
P
M
2
・
5
が
話
題
に
な
り
、
大
気
汚
染
の

深
刻
な
状
況
が
報
道
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
京
周
辺
で
は
、
1
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の

平
均
濃
度
が
2
5
0
㎍
（
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
）

を
超
え
、
6
段
階
の
汚
染
指
数
で
最
悪
の
レ
ベ

ル
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
P
M
2
・
5
と

呼
ば
れ
る
微
小
粒
子
が
北
風
に
乗
っ
て
九
州
に

飛
来
し
、
福
岡
市
で
は
国
の
環
境
基
準
を
35
㎍

上
回
り
、
一
時
的
に
40
㎍
を
超
え
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
環
境
保
護
庁
が
作
成
し
た
P
M
2
・

5
の
健
康
影
響
分
類
表
に
よ
る
と
、
40
㎍
ま
で

は
許
容
範
囲
、
41
〜
65
㎍
が
弱
者
に
危
険
。

66
〜
1
5
0
㎍
が
全
員
に
危
険
。
1
5
1
〜

2
5
0
㎍
が
全
員
に
き
わ
め
て
危
険
。
2
5
1

㎍
以
上
が
全
員
に
重
い
症
状
と
な
り
ま
す
。
北

京
は
最
悪
、
福
岡
市
で
も
弱
者
に
危
険
の
状
態

で
す
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
も
数
百
㎍
に
達
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
由
禁
煙
か
分
煙

の
飲
食
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
す
。
飲
食
施
設
の
喫

煙
区
域
で
は
6
0
0
㎍
を
超
え
る
「
全
員
に
重

い
症
状
」
レ
ベ
ル
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
環
境

省
は
70
㎍
以
上
は
危
険
だ
と
い
っ
て
い
る
の
に
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
施
設
は
そ
の
5
〜
10
倍
も
高
い

の
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
受
動
喫
煙
が
悪
い
の
か
。
受
動

喫
煙
な
し
、
タ
バ
コ
な
し
、
煙
な
し
を
1
と
し

た
と
き
、
喫
煙
す
る
夫
を
も
つ
奥
様
は
、
心
筋

梗
塞
で
死
亡
す
る
の
が
1
・
44
倍
、
脳
梗
塞
で

死
ぬ
の
が
1
・
72
倍
、
認
知
症
に
か
か
る
の
が

1
・
95
倍
で
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
危

険
因
子
に
よ
る
死
亡
率
増
加
度
を
比
べ
る
と
、

高
血
圧
の
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
よ
り
40
％
、

糖
尿
病
の
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
よ
り
30
％
死

亡
率
が
高
く
、
ま
た
、
煙
草
を
吸
う
人
は
吸
わ

な
い
人
よ
り
1
0
0
％
高
い
の
で
す
が
、
家
庭

で
の
受
動
喫
煙
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
を
患
っ

た
に
近
い
死
亡
率
増
加
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

日
本
に
お
け
る
「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
死
亡
の
お

も
な
原
因
と
年
間
死
亡
者
数
」
を
見
る
と
、
職

場
の
受
動
喫
煙
に
よ
る
死
亡
数
は
交
通
事
故
に

次
い
で
第
2
位
で
、
実
際
は
交
通
事
故
を
上
回

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
気
の
最
大
の
予
防
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
禁

煙
す
る
こ
と
、
タ
バ
コ
の
煙
の
な
い
環
境
を
作
る

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

健
診
で

﹁
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
﹂

「
元
気
で
長
生
き
」
の
た
め
の
3
つ
め
は
「
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
で
す
。
私
が
推

奨
す
る
健
診
は
、
ま
ず
血
液
検
査
で
糖
尿
病
の

早
期
発
見
・
治
療
。
煙
草
を
吸
っ
て
い
る
人
は
肺

が
ん
C
T
検
査
を
。
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で

は
写
ら
な
い
、
治
療
が
可
能
な
小
さ
な
も
の
か
ら

見
つ
か
り
ま
す
。
腹
部
超
音
波
検
査
も
非
常
に

有
効
で
、
末
期
に
な
ら
な
い
と
症
状
が
出
な
い
膵

臓
が
ん
、
肝
臓
が
ん
や
卵
巣
が
ん
も
早
期
発
見

が
可
能
か
つ
ま
っ
た
く
無
害
な
検
査
で
す
。
胃
の

検
査
は
バ
リ
ウ
ム
検
査
で
は
な
く
、
内
視
鏡
検
査

を
ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
バ

リ
ウ
ム
検
査
で
は
、
萎
縮
性
の
変
化
や
早
期
癌
は

わ
か
り
に
く
い
で
す
が
、
内
視
鏡
で
見
る
と
一
目

瞭
然
で
す
。
2
0
1
3
年
2
月
に
は
胃
癌
の
原

因
で
あ
る
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
も
保
険
の
適
用
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
保
険
で
除
菌
治
療
す
る
に
は

内
視
鏡
検
査
で
慢
性
胃
炎
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
便
潜
血
反
応
も
非
常
に
大
切
で
、

検
査
で
陽
性
だ
と
大
腸
内
視
鏡
検
査
が
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
検
査
時
に
ポ
リ
ー
プ
が
あ
れ
ば

取
り
除
き
、
治
療
も
完
了
で
す
。
婦
人
科
の
健

診
も
非
常
に
大
切
で
、
最
近
で
は
超
音
波
で
確

実
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
私
も

毎
日
何
十
と
読
影
し
て
い
ま
す
が
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
で
検
査
し
て
よ
か
っ
た
な
と
思
う
人
が
何
人

も
い
ま
す
。
男
性
の
P
S
A
の
検
査
は
、
前
立

腺
が
ん
を
血
液
検
査
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
50
歳
以
上
の
方
は
ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
尊
敬
す
る
、
聖
路
加
病
院
の
日
野
原
重

明
先
生
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
基
礎
を
作
り
上
げ
、

成
人
病
を
生
活
習
慣
病
と
い
う
概
念
に
変
え
た

人
物
で
、
日
本
が
長
寿
世
界
一
に
な
る
の
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
で
す
。
日
野
原
先
生
は
、

長
寿
と
健
康
の
秘
訣
を
聞
か
れ
る
と
「
運
動
と

粗
食
」
と
き
っ
ぱ
り
言
い
ま
す
。
私
は
そ
れ
に
、

「
禁
煙
」
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
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5％ 
８％ 

ＵＰ 

■4月1日を迎えるにあたっての心構え

ところで、消費税で「損も得もない」という大前提
は、消費税率アップ分を転嫁できた場合です。重
要なのは、4月1日以降はしっかりと税率アップ分を
お客様から頂戴（転嫁）しなくてはならないことで
す。それができないと、結果的に事業者の泣き寝入
り（事業者負担）となります。
転嫁とは辞書には「自分の過ち・責任などを他人に
押し付けること。（文例）責任を転嫁する」とありま
す。表現は適切でないかもしれませんが、消費税を
他人（次の取引先や最終消費者）に強い意志をもっ
て押し付ける必要があるのです。
政府は、消費税引き上げが円滑に行われるように
「消費税転嫁対策特別措置法」まで作って、税率

アップをしっかりと転嫁するように求めています。「み
んなで転嫁すれば怖くない」という感じでしょうか。
でもこれは事業者としては重要です。

また、特に4月1日をはさんだ取引は注意が必要で
す。その一つを具体的な数字を使って説明します。
少し難解かもしれませんが頭の体操だと思ってお読
みください。
改正消費税法は、4月1日以後に行う資産の譲渡等
及び課税仕入れについて適用となります。つまり、
小売業で3月31日に商品を仕入れ、4月1日に販売
する場合、同じ商品にかかる消費税率が仕入れた
時は5％、販売したときは8％となります。

■消費税率が上がると事業者は損をするか？

「消費税率が上がると会社は損をするのですか？」
という質問を受けることがあります。
本来、それはないはずです。なぜなら、そもそも消
費税は「消費者が負担する税金」であり、事業者は
「預かった税金」を納付するだけだからです。です
ので、消費税率が何％であっても事業者は関係ない
ということになります。
消費税は、商品を購入したり、サービスの提供を受
けたりした場合に、その取引に対して課税される税
金で、最終的には商品を消費したりサービスの提供
を受けたりする消費者が負担します。ですから、消
費税は事業者が負担するものではありません。要す
るに「事業者にとって、消費税は損でも得でもない
のです」と説明します。
すると、「商品を仕入れる時等に消費税を支払って
いるではないか」という質問となります。

これに対しては、「お客様から預かった消費税から
自社が支払った消費税を引いた残額を税務署に納
付する仕組みなのですよ。だから、損得なしです。」
と説明します。ここまで説明すると、「まあそうなの
かな」という反応が多いです。
確かに、消費税の仕組みも複雑なので、すべてが
このとおりになるとは限りませんが、基本的にはこ
の考え方で間違いありません。

税制委員 岩倉永一（税理士）

税 制 委員会より

4月1日から消費税率が8％に引き上げられます。平成9年に3％から5％に引き上
げられてから、実に17年ぶりの税率引き上げです。前回の引き上げのことを覚え
ている経営者の方もいらっしゃるでしょうし、よく覚えていない方、また事業を始
められて初めて消費税率引き上げを経験する方、いろいろだと思います。
私は、平成9年はすでに税理士業を行っていたのですが、実は、その時の記憶が
あまりないのです。記憶があまりないということは、結果的に大きな問題に直面
することなく税率引き上げを迎えたのかもしれません。
とは言え、日ごろ中小企業のサポートをさせていただく立場として、引き上げ前に、
経営者の皆様に再確認していただきたい何点かを挙げていきたいと思います。

消
費
者

消
費
税 会

社

消
費
税 税

務
署

預かっただけ！

損得ナシ？

消費税率引き上げに対する中小企業経営者の心構え
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■納税資金の確保は重要

現在、税込1,050円（本体価格1,000円）で仕入れ
て、税込1,260円（本体価格1,200円）で販売して
いる商品があるとします。この商品の粗利益は200
円になります。先に説明したとおり、事業者にとっ
て消費税はただ「預かっている」だけなので、利益
は本体価格で計算します。
この商品を3月31日にも仕入れるとします。翌4月1
日に販売する際、新税率8％を適用
して税込1,296円（本体価格1,200
円）で販売すれば、以前と同じ粗
利益200円を確保できます。しか
し、税率5％の時に仕入れた商品だ
からという理由で、5％上乗せし、
税込1,260円で販売したとします。
お客様には喜ばれるとは思います
が、消費税申告計算の際、この取
引は税率8％で販売したとして計算
されますので、本体価格は1,260×
100/108＝1,167円となり、粗利益

が167円に減ります。つまり消費税のアップ分33円
は事業者の自己負担となります。
別の言い方をすると、原則的な課税事業者の場合
は、3月中（税率が5％のうち）に多く仕入れておけば、
より儲けられる、ということにはならないことも意
味します。買い置きの直接的なメリットがあるのは
最終消費者です。

さて、いざ納税の段階です。税率引き上げにより、
通常、事業者の預かる消費税額は増えます。このため、
事業者が税務署に納付する消費税額も増えることに
なります。単純に計算すれば8％÷5％で、1.6倍に
なります。
預かる消費税額が増えるということは、一時的に事
業者の手元資金も増えますので、もしかしたら資金繰
りがよくなったと錯覚する恐れがあります。お金に色
はついていませんので、中小企業の場合、預かった
消費税を運転資金として使ってしまうケースもあるか
もしれません。しかし、当然のことですが、後日その
資金は税務署に納税することとなります。
特に中間申告義務のない事業者は注意が必要です。
税率引き上げ後、最初の決算を迎えたあとの消費税申
告・納税時に、年間分を一度に納税することとなりま

すので、納税額がずいぶん増えたなと感じるでしょう。
ですから、今回の税率引き上げに対応するために
は、納税資金の確保という事前の準備が重要です。
納税資金の確保策としては、例えば、消費税用の
預金口座を作り、概算で構いませんので、未払消
費税分の資金をその口座に預け入れるようにしたら
賢明です。
今回の消費税法の改正に伴い、国は任意の中間申告
という制度まで用意してくれました。これは、中間申
告義務がなくても消費税を中間申告し、先払いしても
いいですよ、という制度です。この制度を利用するか
しないかは別として、いずれにせよ、まず確実に「消
費税の納税額は増える」のだ、そして「納税資金を
しっかり確保しておくことは重要」だということは忘
れないようにしないといけませんね。

以上は、消費税の原則的な課税事業者の一般的なケースで説明しております。消費税の課税制度は、
この他に簡易課税制度・免税制度があり、必ずしもこの説明が当てはまらないことがあります。ご不明な点
がありましたら、ぜひ顧問税理士にお尋ねください。

仕入 販売

税率 ％税率 ％

粗利益
円

今までと同じ

粗利益
円

△ 円減少

税込 円 
本体 円
税 円

税込 円 
本体 円
税 円

税込 円 
本体 円
税 円
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BLOCK
ヒゲタ醤油工場・銚子市内の散策

前日の台風26号が過ぎた、10月17日に第1
ブロックバス研修会を行いました。
今回の研修会場としたのは、千葉県銚子市の
ヒゲタ醤油工場をメインとして銚子市内の散策
を予定しました。荻窪より銚子（関東最東端）
は、直線距離でも約110Kmありますが、高
速が途中までしかないので、約3時間半近く
掛かります。
その間に、研修会として税務研修（税金クイズ）
を行います。今回も、ユニークな問題をいた
だいております。問題の一部（税金クイズ）
【問】次の収入のうち所得税が非課税でないの
はどれでしょう？
①年末ジャンボ宝くじの1等当選金
②日本ダービーの当り馬券の配当金
③オリンピックの金メダル獲得の報奨金
【問】タバコには、たばこ税と消費税がかかっ
ていますが、1箱410円のメビウスライトには、
税金はいくらかかっているでしょうか？
①約135円　②約205円　③約265円
（回答は後程に）
などの10問3択のクイズにしていただき、そ
の場で自己採点を行います。平均6.5問以上
の出来になっており有意義な税制研修になっ

ています。
ヒゲタ醤油銚子工場では、最初の20分はビデ
オで、醤油の歴史やヒゲタ醤油経歴、商品であ
る本陣のCMなどの内容を説明していただいて
から工場内へ、工場内へ入ると最初に見学出
来るのは、大豆の第1次発酵する場所のはずで
したが、前日が銚子は、台風の通過ルートとなっ
ており、前日操業を中止しており、見ることが
できず残念でしたが、2001年にヒゲタ醤油が
創業385年を迎えたことを記念して作成したフ
レスコ画の展示を見学し、記念品を頂きました。
次の見学場所に行く前に、一山いけすにて昼
食をとり、その後、地球の丸く見える丘展望館
へ行きました。前日が台風通過で快晴だった
ため、水平線が丸く見える展望を望むことが
できました。
最後に、銚子を一望できる銚子ポートタワー
に行き、隣接するウオッセ21にて銚子の名産
物を購入して帰るコースとして終了しました。
帰路においても、今回の内容を理解して頂く
ためのクイズを行いました。（毎回恒例のクイ
ズです。）
【問】（おさらいクイズ）
醤油には、こいくち・うすくち・たまり・さい
しこみ・しろと特性が種類になっていますが、
その中で塩分量が比較的に少ないのは、さ

いしこみですが、では塩分が多いのはどれで
しょうか
①うすくち	②たまり	③しろ	（答えは後程に）
上位正解者から銚子の名産物の濡れせんべい
と、イワシのオイルサーディンを景品としてお
渡しました。
来年度からは、近場の地域の場所を考えてい
きたいと思います。

第1ブロック  バス研修会 第1ブロック 副ブロック長 石黒貞男

記念撮影

平成25年秋、1〜5ブロックの研修会が行われました。
今回も各ブロックの研修会参加者からのレポートを掲載いたします。
次の研修会へ参加をご検討されている方はご参考にしてください。

［平成25年度 秋季］

各ブロックの研修会レポート

問題の答え(税金クイズ)
●正解は②：税法により、宝くじ、オリンピックメダ
ル報奨金は所得税非課税です。当たり馬券の配当
金は、所得税の一時所得に該当しますので、儲けが
50万円を超えた場合は、所得税の対象になります
のでご注意。●正解は③：メビウスライトの410円
の内訳は、国たばこ税122 .44円、地方たばこ税
122 .44円、消費税19 .52円及び本体価格145 .60
円で、税金だけで264 .4円税金の含める割合は、
64 .5%になります。

【おさらいクイズ】●答えは①うすくち：うすくちは、
18〜19%・たまり 16〜17%・しろは 17〜18%で
す。尚、こいくちは、たまりと同じで16〜17%です。
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復興の地をめぐって

平成25年11月9日・10日と二日間にわたって、
第2ブロックの研修旅行が行われた。これは、
昨年に続く研修で、復興の足跡を検証しなが
ら、復興の一助にと1泊の研修を行った。参
加人員は、昨年より少ない6人であった。人
員の少なさはさびしいものがあったが、現地
での移動がレンタカー1台と、機動性が増した
研修となり、昨年より欲張った行程となった。
第一日目は、荻窪駅に6時45分集合。新幹
線にて10時21分一ノ関到着。レンタカーにて
一路気仙沼を目指すも、途中、猊鼻渓の舟遊

びで紅葉を愛で、陸前高田の奇跡の一本松を
視察し、その場所（陸前高田の海岸沿い）で醤
油の醸造をしていて、津波ですべて流され失っ
たはずの酵母を奇跡的に復活させ醸造を始め
た醤油を買い求めたりした。去年この地は何
もなかったところだが、一本松が復活し、醤
油の店舗もでき、徐々にではあるが、復活の
兆しが出てきていた。この後、気仙沼市の大
島にフェリーで向かった。この島は、去年は
街路灯がなく、真っ暗な島であったが、街路
灯が復活し夜も歩けるようになっていた。
翌日は、気仙沼に戻り、お土産を沢山買って
二日目の始まりとした。今日は、厳美渓の空

中団子と前沢牛。美味しい物を目指して北進
した。小雨の降る中紅葉を愛でながらの空中
団子を味わった。前沢牛は牧場を持っている
レストランオガタで堪能した。その後、今回、
案内してくれた海野さんの勧めで、世界遺産
の毛越寺で紅葉三昧し、一ノ関へ戻って、新
幹線で帰路に着いた。
今回は、復興の地を巡りながらも、視察の研
修だけでなく、紅葉・食事と堪能できた。定
点観測の意味もこめて、来年もこの研修旅行
を企画したいと思っている。

ユネスコ世界遺産登録となった
富士山（五合目）をめざす

平成25年11月21日あっぱれなほどの快晴、
平成25年度第3ブロックの秋季バス研修会が
開催された。（そもそも、過去に、第3ブロッ
クのバス研修会で、荒天があったであろうか？）
当日は、7時10分に杉並公会堂前に集合のは
ずが、10分前にはみんな元気に集合！！！ガ

イドさんも優秀な参加者にびっくり！！！！で始
まった半日旅行（失礼っ！！！半日研修）のスター
トです。今回は、6月に、ユネスコ世界遺産
登録された富士山（五合目）をめざし、その後、
富士山レーダードーム館、ふじやまビール園、
KIRIN御殿場蒸留所を学ぶ行程です。
何かと話題の富士山入山料（※1）の是非から、
酒税（※2）まで、体感しながら学習していくの
が今回の目的。

往路は順調、中央道か
らは朝日に光り輝く富
士が我々に「ウェルカ
ム。早くおいでよ」と言
うので、我々も鼻息荒
く、ゲート開門を待ち
一気に五合目めざし駆
け昇りました（といって
も運転手さん一人が頑
張ってくれているわけで
すが）。三合目を過ぎ
たあたりから、景色は

「ちょっと雪不足の湯沢」のような具合へなっ
てまいりまして、五合目に到着した頃にはま
るで北欧のそれのような一面の銀世界、雪
の中に足を踏み込み一時、幼児期に戻っては
しゃぐ一同でありました。
………が、それもつかの間、なにせマイナス
7.5℃。
銀世界への感動も極寒には勝てず、一同そそ
くさとバスに戻り、いざ昼食会場へ！
凍えた身体を温めてくれるこの一滴（一杯？）が
どれほど、有り難かったことか。その後も研
修は続き、全員が無事帰京しました。

記念撮影

第2ブロック  研修旅行 第2ブロック長 河又雅之

第3ブロック  研修旅行 第3ブロック 会計 平田祐子

奇跡の一本松（陸前高田） 前沢牛 オガタ 前にて 毛越寺の紅葉

【※1】7月25日〜8月3日の10日間実施したところ、3万
4327人が協力、3412万9822円集まったとのこと。
http://newscomp.hatenadiary.jp/entry/ 2013 / 08 / 05 / 075716

【※2】こんなに優良納税者？ウイスキーについては21. 8％、
ビールに至っては45 .1％
ht tp: / /www.nta.go.jp /shiraberu /senmonjoho /sake /shiori-
gaikyo/shiori/ 2013 /pdf/ 003 .pdf#page= 1

【参加者の意見】
日帰りバス研修はより見識を深める為参加しました。
今回は工場見学の外、特に富士五合目は大変よい体
験研修となりました。　　会員 佐藤様

［平成 25年度  秋季］各ブロックの研修会レポート
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スカイツリーと浅草散策
11月13日、5ブロックの日帰りバス研修が開催
されました。
午前11時公会堂出発から午後6時着と、朝出社
してから参加が出来、営業中に帰社出来るスケ
ジュールです。
今までにスカイツリーの研修は各団体、委員会
などで既に行われていましたが、まだ参加されて
いない方の都合と日程を考慮した研修会でした。
300年続く浅草の老舗「麦とろ	本店」で伝統の
麦とろ御膳を1時間半ゆっくり楽しんで頂きその
後、浅草寺界隈を散策して頂いた後、3時にス
カイツリーに向かい展望台からの眺望また施設
の見学をして頂きました。
絶好の天気に恵まれ、新宿副都心の先に荻窪の
街も確認できた時、皆さんが奇声を上げていま
した。
帰路のバス内では綾小路きみまろのDVDについ
笑いを誘われ、和やかに過ごし無事	荻窪に着き
ました。

第5ブロック 日帰りバス研修 第24支部長  高橋正志

［平成 25年度  秋季］各ブロックの研修会レポート

富士山5合目バス登山と
小田原ミカン狩り
12月1日（日）第4ブロック日帰りバス研修が開
催されました。
今回は『富士山5合目バス登山と小田原ミカン
狩り』です。
いつもの東交観光バスで西荻集合7時と久我
山集合7時半で予定通り出発しました。当第4
ブロックは西荻南地区と宮前と久我山と地域
が広い為、集合場所も例年2ケ所です。出来
るだけ多くの方が参加しやすい様にと及川元

ブロック長の計らいで始まりました。
今回は（いつもですが）支部長皆様がいろいろ
と段取りして下さり、事務局の柳沢さんも参加
して下さり。本当に助かりました。
道路は順調でバスガイドの説明も滑らかで予
定より早く富士山に着きました。富士山5合目
はさすが12月ともなると雪もあり寒い。人は
夏とは比べ物にならないくらい少なく（？）ほと
んどが中国人と言うくらいに行き交う人の言葉
が外国語でした。11時前には5合目を出発し
忍野八海へ向いました。日曜日なので道路状
況が読めなくて到着時間が押して散策時間が

少なくなりました。早く5合目を出てれば良かっ
た。と後悔する次第です。
その後も御殿場まで道路が混んでいたので用
意して来たDVDで税務研修をしました。題名
は『ケンタくんの冒険』。小学生向けの税の勉
強のビデオです。〈どういう風に税金が使われ
ているか。だから税金を納めて住み良い町に
しよう。〉という内容でした。到着時間が遅く
なり食事時間を削る事になりせっかくの食べ
放題、飲み放題がもったいない気がしました。
その後も渋滞の中ミカン狩りをして少々遅れま
したが無事に帰ってまいりました。

記念撮影

第4ブロック 日帰りバス研修 第4ブロック長  秦 寿吉

左上）研修の様子
左下）スカイツリーからの景色
右）記念撮影
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確定申告のお知らせ
平成25年分の確定申告と納税の期限

税理士会の無料申告相談　　　　小規模納税者の方の所得税・消費税の確定申告

寄附金・義援金を支払った方へ　　～確定申告書等作成コーナーをご利用ください！～

◎　所得税・復興特別所得税は、平成26年2月17日（月）から3月17日（月）まで
◎　贈与税は、平成26年2月3日（月）から3月17日（月）まで
◎　個人事業者の消費税は、平成26年3月31日（月）まで
　※　2月23日と3月2日の日曜日は、確定申告書作成のアドバイス、申告書用紙の配付及び申告書
の受付を行っております（その他の業務は行っておりません。）。
◎　納税には振替納税をぜひご利用ください。
振替納付日	 平成25年分所得税・復興特別所得税	 平成26年4月22日（火）
	 	 平成25年分個人事業者の消費税	 平成26年4月24日（木）

パソコンによる所得税及び個人消費税等の確定申告書等作成のアドバイスを行う「確定申告センター」を西新宿に
開設します。
○	開設期間　平成26年2月6日（木）～3月17日（月） ○	受付　9：00～16：00 ○	開設場所「アクアプラザ」
（ただし、土、日曜及び祝日を除く。） （提出は17：00までとなります。） 新宿区西新宿6 - 5 -1新宿アイランド地

下1階　※お住まいの地域にかかわら
ずご利用いただけます。

個人の方が義援金等を支出した場合には、確定申告を行うことで、所得税が軽減される場合があります。確定申告書
は国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用すれば、税務署に出向くことなく申告書を作成すること
ができます。ぜひご利用ください。
◎	確定申告には寄附金の領収書や受領書が必要になります。
◎	確定申告や寄附金控除に関する情報については、国税庁ホームページをご覧ください。
◎	「確定申告書等作成コーナー」の画面の案内に従って金額等を入力するだけで、税額などが自動計算され、
	 申告書が作成できます。

（注１）譲渡所得や複雑な相談のある方はご遠慮ください。　	（注２）混雑状況により、受付を早めに締め切る場合がありますのでご了承ください。
（注３）各会場とも、お車での来場はご遠慮ください。
※	各会場にお越しの際は、源泉徴収票・諸控除の証明書・印鑑・前年の申告書控・預貯金の口座番号のわかるもの（還付申告の方）等をご持参ください。

会　　場 所　在　地 開　　催　　日 受付時間

久我山会館 久我山3 -23 -20
２月１２～１４日
２月１７～１９日
３月３～６日

午前9時30分～11時30分
午後1時00分～	 3時30分
（ただし、土、日曜を除く。）

西荻地域区民センター 桃井４-３-２ ２月１０日

井草地域区民センター 下井草5 -7-22 ２月５日、２月７日

杉並区役所 阿佐谷南1-15 -1 ２月１７～２０日
３月３～７日

東京税理士会荻窪支部 荻窪5 -16 -12
荻窪NKビル3階

２月３・４・６・１０日
２月１２～１４、１７・１８日

２月２６～２８日
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御社の社員の皆様への確定申告情報提供のお願い
～申告書の作成もできる国税庁ホームページの御案内～

国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）には、「確定申告特集ページ」が開設されていますが、その中の「源泉徴収
義務者の方へ」に給与所得者の皆様へのお知らせが掲載されています。会社員の方でも確定申告をする方が数多く
おられ、そのような方に、申告書が簡単に作成できる「確定申告書等作成コーナー」を御案内するものとなってい
ます。つきましては、御社の従業員の皆様に次の方法で情報提供していただくよう御協力をお願いいたします。
①	国税庁ホームページのトップページにある「確定申告特集」のバナーをクリック
②	「源泉徴収義務者の方へ」をクリック
③	「確定申告特集ページご案内の情報データ」中のファイルをダウンロード（7種類のファイルの中からお選びください。）
④	回覧、配付、メール配信、電子掲示板への掲載などの方法により、従業員の皆様に情報提供

消費税の円滑かつ
適正な転嫁等への取組

消費税は、価格への転嫁を通じて最終的に
消費者にご負担いただくことを予定している
税です。
消費税の円滑かつ適正な転嫁に支障が生じな
いよう、政府として、強力かつ実効性のある
転嫁対策等を実施するため、「消費税の円滑か
つ適正な転嫁の確保のための消費税の転嫁を
阻害する行為の是正等に関する特別措置法」
（平成25年10月1日施行「消費税転嫁対策特
別措置法」）において、消費税の転嫁等に関す
る様々な施策を講じています。
※消費税の価格転嫁対策の内容については、
内閣府ホームページ「消費税価格転嫁等対策」
（下記URL）をご覧ください。
【URL】http://www.cao.go.jp/tenkataisaku/index.html

消費税価格転嫁等総合相談センターが設置されました
転嫁・価格表示・便乗値上げ等に関する政府共通の相談窓口と
して、「消費税価格転嫁等総合相談センター」が設置されました。
センターでは、①転嫁に関する問い合わせ、②広告・宣伝に
関する問い合わせ、③消費税総額表示に関する問い合わせ、
④便乗値上げに関する問い合わせを受け付けます。
このようなご相談に関して、法令等の考え方を回答するほか、
転嫁拒否などの消費税転嫁対策特別措置法に違反する疑いの
ある行為については、相談者のご意向により、センターから
担当省庁へ通知します。
ご相談は、専用ダイヤル又はホームページ上の専用フォームを
ご利用ください。
専用ダイヤル	0570－200－123
【受付時間】平日9：00 ～17：00（平成26年3月・4月は土曜
日も受付）
【メール】ホームページ上の専用フォームをご利用ください。
【URL】http://www.tenkasoudan.go.jp

e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して所得税・復興特別所得税の確定申告をすると、こんなにいいことがあります。
① 自宅からネットで申告
税務署に行かなくても、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、自宅からネットで
提出（送信）できます。
② 添付書類の提出省略
医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容を入力して送信することにより、これらの書類の提出又は提示を
省略することができます。（法定申告期限から5年間、税務署から書類の提出又は提示を求められることがあります。）。
③ 還付がスピーディー
e－Taxで申告された還付申告は3週間程度で処理しています（自宅や税理士事務所からe－Taxで1月・2月に申告し
た場合は、2～3週間程度で処理しています。）。
※書類不備や別送書類の提出が遅れた場合には、上記処理期間中に還付できない場合があります。
④ 24時間受付
平成26年1月14日（火）～3月17日（月）は、24時間e－Taxへ提出（送信）が可能です。
※1月14日（火）は、午前8時30分からご利用できます。また、毎週月曜日の午前0時～午前8時30分まではメン
テナンスのためご利用になれません。
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日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひ
とつにe-Tax普及推進がございます。当法人会では平成24年度までに会員企業の50％利用を掲げておりました。この目
標を達成するためには会員皆様方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこ
で当委員会では、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施いたしてきました。
質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なって頂けるか？」更に依頼を行なう
とご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを
発したところ71名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に
取り組んでおられます。そこで会員企業の皆様にひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決
算は電子申告でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？
顧客である会員企業様と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進
展していくと思います。何卒皆様方の尚一層のご理解とご協力をお願い致します。

e-Tax普及推進委員長　八方淑夫

e-Tax利用向上を目指し、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しました。
その結果多数の先生方から「e-Tax推進税理士事務所」として会報掲載に承諾をいただきました。

e -Tax推進税理士事務所について
e -Tax普及推進委員会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398 - 1316
黒川えり 天沼1-17-3 090-8479-0152
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392 - 5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932 - 5128
岩倉永一 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
岩倉礼子 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
原田叔法 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 2170
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794 - 7334
藤田和子 天沼3-7-3	法人会館307 6276 - 9168
藤村　茂 天沼3-23-23カーミリア荻窪202 6231 - 1701

西荻南 尾﨑正俊 西荻南2-6-6エルフ西荻1階　 3332 -7351
河野修兵 西荻南2-9-13 5336 - 6457
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333 - 4868
大槻一弘 西荻南3-7-10シオンハイツ405 6795 - 8420
松田正博 西荻南3-14-11和興ビル3階 5346 -1181

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333 - 9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370 - 8518

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334 - 1305
小松原英雄 宮前5-7-19 3331 - 3266
稲澤　聡 宮前5-10-5 3247 -7194

南荻窪 加藤悦子 南荻窪3-27-5 3247 -7300
荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397 - 8026

永井敏雄 荻窪2-27-11 5397 - 6115
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391 -7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394 -1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3AKオギクボビル401 050-5527-4372
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398 - 8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393 - 2671
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347 - 9930
大島康司 荻窪5-21-16-1204 3392 - 6553
上角　孝 荻窪5-25-12-204 3392 - 6595
岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392 -1198

税理士法人茂
木会計事務所 荻窪5-25-6 3393 - 0211

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310 - 3228
上井草 久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303 - 4823

田崎　浩 上井草3-21-16 3399 -7733
下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390 - 9437

山田真治 下井草3-8-23三英ビル303 090 - 1816 - 2435
稲村仁了 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382 - 2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397 - 5118
田鍋裕子 下井草4-30-18	スコーグ203 6915 - 0397
鈴木百香 下井草4-32-9 3399 -1555
田子周一 下井草4-33-12田子珠三事務所内 3395 - 3355

今川 中村良三 今川3-8-4 3399 - 3976
中村行雄 今川3-8-4 3399 - 3976

西荻北 馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394 - 5922
殿塚明夫 西荻北2-5-20-201 5382 - 5229
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301 - 5101
丸山文雄 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
荒谷美佳 西荻北2-11-12ユートピア一番館202号室 5303 - 5781
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303 - 6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423 - 0566
東原　功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936 - 0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399 - 0180
濱　正昭 西荻北3-32-11 3395 - 4121

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391 - 6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391 - 2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391 - 5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391 - 1044
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393 - 7571
山室文雄 上荻1-19-9朝日荻窪マンション603号 3392 - 9462
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392 - 5555
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913 - 0520
小澄事務所 上荻2-19-18　2階 5347 - 2066
和田　実 上荻4-19-22-603 3395 -1131
岡田　茂 上荻4-23-9 3395 - 3111

本天沼 小野寺誠 本天沼2-41-8 5303 - 1680
清水 山本敦子 清水1-7-2ネイバリングハウス荻窪303 5397 - 6492

東京税理士会荻窪支部　e-Tax推進税理士事務所（敬称略） 平成 26年1月17日現在
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第 5ブ ロック B L O C K

第5ブロック年末研修会
第5ブロック 副ブロック長（ 第23支部長 ） 髙木功雄

新会員が加わり、更に隆盛の我が第5ブロック

12月3日、恒例の第5ブロック年末研修会が、本年は法人会館2階で開
催された。年末の多忙な折、ご招待の新規加入6法人の皆さんを含む40
名を超える皆さんにお集まり頂きました。
嶋ブロック長の開会の辞、小竹会長のご挨拶、組織担当柴田副会長の
乾杯のご発声の後、和やかに懇談・会食。新しくブロックの仲間に加わ
って頂いた皆さんの自己紹介。中にはあれ、法人会に入ってなかったの？
という新会員さんも。
引き続き、お待ちかねのビンゴ大会。空クジなしで実用品、防災用品、
可愛い小品、協賛会員企業提供品を各々がゲット。サプライズとしてサン
タのスノードームと新年干支の縁起物を引当てた新会員さん2名へは豪華
チョコレートを副賞としてプレゼント。
宴たけなわで、田辺筆頭副ブロック長の中締めのご挨拶と手締めで散会。
まだまだ飲み足りない面々は、お馴染みの新旧会員のお店へ誘われ更に
懇親を深めた。

商品をご提供頂いた東洋時計（ 株）様、（ 株）ジャパンスポーツ様、
（ 有）小張精米店様、八欧産業（ 株 ）様、ビンゴ大会を手伝って頂いた
支部の皆さん、お集まり頂いた皆さん有難うございました。

第 4ブ ロック B L O C K

支部合同研修会 
第4ブロック 第17支部長 中川 一

『防犯・防災・交通安全』の研修会

高井戸警察署の担当官を講師にお招きしまして、11月27日に
久我山稲荷神社で、第16支部〜20支部合同の研修会を開
催しました。合計30名以上の参加となりました。
最初に生活安全課、佐々木防犯係長より、振込め詐欺事件
の近況と対策の講演です。管轄内で、発生した犯行の手口
や被害を聞きました。対策として対象世帯の電話機に『会話
を録音する〜』ガイダンスが流れる装置（ 有料）を設置して受
ける通話前に防御する機器の紹介がありました。
続いて、警備課、佐藤警備係長より地域防災についての講
演を頂き、管轄内の密集地域で防災弱所の説明や日頃の地
域連携の重要性を認識する機会となりました。また、伊豆・
大島の台風災害で派遣の報告では、住民を救出し切れなかっ
た無念さを語る係長の表情が印象に残ります。
最後に交通課、今泉課長と須貝総務係長の映像を使用して
交通安全の講演です。交差点の一時停止の厳守や車の死角
の説明では、サイドミラー等に歩行者が隠れる映像を解説さ
れました。自転車の講演では、加害責任を負うと説明した上で、
自転車にも保険加入が必要と強調しておりました。地元警察
署の研修会で、地域ならではの情報が多く、とても有意義な
研修会となりました。

平成 26年 新春講演会・新年賀詞交歓会

荻窪法人会と荻窪間税会共催の新春講演会 &賀詞交換会が1月27日に杉並公会堂小ホ
ールにて2部構成で行われました。
第1部は新春講演会として、西武信用金庫 理事長 落合寛司氏を講師にお招きし、「上手な金
融機関の使い方」と題した講演をしていただきました（この模様は次号177号に掲載いたします）。
第2部の新年賀詞交歓会は、まずソプラノ歌手の濱田真實さんに国歌独唱を披露していた
だき、五十嵐荻窪間税会会長の開会の言葉を皮切りに賀詞交歓会が挙行されました。お
客様には村田荻窪税務署長を始め各会より多くの方にご参会いただきました。
その後行われた会員交流会（グランサロンにて）では、田中杉並区長にごあいさついただき、
再び濱田真實さんによるイタリア仕込みの歌声（2曲+急遽アンコール「♪オー・ソレ・ミオ」）
に酔いしれ、華やかな会となりました。出席者数は149名。

【部会とは】ある同じ目的を持った会員の集まりで
す。源泉部会：経理職員の源泉税を中心とした研
修会などを行う。青年部会：若手の経営者が集まり、
研修会や勉強会を行い、悩みを話し合えるような仲
間作りの場ともなっている。女性部会：女性経営者
同士の交流や社会貢献活動を行います。

【委員会について】法人会での委員会の役割は、会員活動の
年間のスケジュールを含め指針を示すことにあります。納税
制度の普及発展と良き経営者を目指す活動や地域社会貢献を
遂行するための具体的な企画と具現化のための道筋を考え、
その案件をブロック、支部で実行します。委員会の活動が活
発であればブロック支部の活動も充実したものになります。

【研修会について】荻窪法人会は秋と
春に研修会を行っています。荻窪法人
会は荻窪税務署管内を5つのブロック
に地域割りをしています。春は各ブロッ
クが独自のテーマで企画開催し、会員
同士のよい交流の場となっています。

研修会の様子 研修会の様子

あいさつする小竹会長

ブロック・委員会・部会からの報告
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厚 生 事 業 委 員 会 K O S E I J I G Y O

第28回  異業種交流会　 厚生事業委員  白石弘典  

大盛況の異業種交流会で新しい交流が始まる

平成25年11月20日（ 水 ）、厚生事業委員会主催による第28回異業種交流会
が荻窪タウンセブン8階会議室にて開催されました。今回は29社42名の方に
ご参加いただき、今回も組織委員会と協力し未加入法人の2社にもご参加を
頂きました。
岸岡委員長の挨拶にて開会し、第25回より行っているグループ形式の交流会に
てそれぞれの企業がより身近で活発な交流会となりました。
懇親会は井口副会長の乾杯で始まり、普段接することの少ない様々な業種の方々
とお会いし、直接名刺交換をしながら親睦を深められていた様子でした。和やか
な雰囲気の中、今まで知り得なかった会員同士がお互いに有意義な交流が続い
ていけばと思います。最後は、異業種交流会の発起人でもある及川元厚生事業
委員長にご挨拶をいただき閉会をさせていただきました。また、ご参加いただいた
2社の未加入の企業も、この機会に法人会にご入会いただくことができました。
次回は、平成26年2月14日（ 金）に行われる予定です。今まで参加されたことの
ない企業、何度も参加されたことのある企業、業種・職種にかかわらず大歓迎で
すので是非ご参加下さいますよう、厚生事業委員一同心よりお待ちしております。 交流会の様子

広報委員会

ブロック・委員会・部会からの報告

社 会 貢 献 委 員 会 S H A K A I K O K E N

第13回  荻窪法人会チャリティーコンサート 社会貢献副委員長  織茂育代

「ナポリの空から」というテーマでチャリティーコンサートが開催されました

去る11月9日（日）杉並公会堂小ホールに於いて、「ナポリの空から」というテーマでチャリティーコンサートが開催されました。クラシックコンサー
トの演奏者は、テノール歌手の大田翔さんです。大田さんは東京藝術大学音楽学部声楽科を卒業後、同大学院に在学中です。当日はディ・カプ
ア作曲「オ・ソレ・ミオ」、プッチーニ作曲 オペラ“マノン・レスコー”より「なんと素晴らしい美人」など歌っていただきました。大田さんの歌声は
包み込むような響きがあり、心が暖まる雰囲気でした。最近ではオペラを中心に演奏会を開くなど精力的に活動されています。ピアノは上森香奈さ
んです。とてもスレンダーな香奈さんのステキなピアノの伴奏もありました。なんとテノールとピアノの1度で2度楽しめるコンサートでした。

さて、チャリティーにご参加いただいた皆さま、ご協力ありがとうございます。毎年たくさんの皆さまからご寄付いただき、今年は総額で149,376円
集まりました。本当にありがとうございました。心より御礼いたします。この募金を（財）日本盲導犬協会へ全額寄付いたしました。加藤委員長より、
日本盲導犬協会の飯田様にお渡しいたしました。そして、今年も築地様と盲導犬のハーバー君がステージに上がってくださいました。
ハーバー君は人のことが大好きでやさしい盲導犬でした。

税 制 委 員 会 Z E I S E I

平成26年度税制改正要望に関する提言

平成25年12月16日（月）、小竹会長・志村担当副会長・山下税制委
員長の3名で杉並区選出衆議院議員の石原伸晃環境大臣へ「平成
26年度税制改正に関する提言書」を大臣室にて直接手渡し、提言
実現のための配慮を要望した。
又、翌17日（ 火 ）には、小竹会長・山下税制委員長の2名で田中良
杉並区長へも同じく直接手渡し、提言実現のための配慮を要望した。

コンサートの様子 日本盲導犬協会の飯田様より感謝状を受け取る加藤委員長 左から築地様、盲導犬のハーバー君、日本盲導犬協会飯田様

石原伸晃環境大臣へ提言を提出 田中良杉並区長へ提言を提出
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青 年 部 会 S E I N E N

第27回  法人会全国青年の集い　広島大会 青年部会  会計委員  宮嶋優光

第27回 法人会全国青年の集い広島大会に参加

平成25年11月7、8日 両日に広島県広島市において、全国青年の集い広島大会が開催されました。
当部会より、水島部会長をはじめ計7名が参加致しました。今年は『百万一心』をスローガンに掲げて1日目は全国各地より選抜された、租税
教育活動プレゼンテーションが行われ、水島部会長も精力的に参加されていました。
大会終了後、親会より柴田副会長にも合流いただき会員同士の親睦をはかり広島市の宮島などを見学して帰京致しました。
次回の全国大会は秋田県で行われます。

ブロック・委員会・部会からの報告

参加者で記念撮影

広報委員会
厚 生 事 業 委 員 会・組 織 委 員 会 S O S H I K I  /  K O S E I J I G Y O

ボウリング大会 厚生事業副委員長  岡田匡史

熱気に満ちたスポーツ交流

去る12月6日（金）、組織委員会・厚生事業委員会共催による、第2回ボーリング大会が、
荻窪ユアボールにて開催され、今回もスポーツ大会と言えばゴルフだけでないぞと、総
勢60名で熱戦が繰り広げられました。
夕方6時の時報を待って、2ゲームの合計スコアーを競って、1投目から歓声が上がる戦い
が始まりました。スペア・ストライクがでては歓喜の声が上がりハイタッチで祝福しあい、
ガーターがでれば励ましあったりと、上着を脱ぎ、袖まくりするほど、会場内は熱気に包
まれました。2ゲームもあっという間に終了し、表彰・懇親会会場になるタウンセブンに
移動し、柴田副会長の乾杯で懇親会が始まり乾いた喉を潤すと、会場内はどこもかし
こも先ほどの戦いをつまみに話がはずみ、順位発表が始まると参加者の半数以上に賞
品が手渡され、会場内はまたまた熱気に包まれました。そして、上位3名に金銀銅メダル、
女性の中で1位になられた方に金メダルが手渡されると、会場内のボルテージは最高潮と
なりました。
最後になりますが、スポーツを通じた会員交流にご賛同頂き、賞品を御提供下さった企
業・団体に心より感謝申し上げると共に、参加して下さった会員の皆様お疲れ様でした。

［商品提供企業（順不同）］
東洋時計（株）、（株）井口鉱油、（株）保坂彫刻工業所、（株）チャイルド社、鳥羽建設（株）、

（株）西部旭建装、興振工業（株）、（宗）熊野神社、丸三倉庫商事（株）、大同生命保（株）、
AIU損害保険会社（株）、アフラック

表彰式の様子

ボウリング大会の様子
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女 性 部 会 J O S E I

税を考える会研修会 女性部会 会計監査 野村眞理子

研修テーマ「身近な税金の話」

平成25年11月22日（ 金 ）午後2時〜 4時、法人会2階会議室
において「税を考える会」研修会が開催されました。研修講師
は、荻窪税務署   法人課税第1部門審理上席調査官   岡田知
己様です。
国税庁刊行誌「平成25年度版  暮らしの税情報」をテキストに、

〈配偶者への贈与と配偶者控除〉〈配偶者の税額軽減〉〈扶養
控除〉等暮らしの中の税のお話を分かり易く説明していただきま
した。質疑応答では、〈祖父母などから教育資金の一括贈与を
受けた場合の贈与税の非課税〉や〈予定納税〉についての質
問にも丁寧に説明をしていただきました。講演終了後は、お茶と
お菓子をいただきながらの楽しい会話に時間が過ぎました。最
後に、織茂女性部会長の「今日は、税を考える会研修に参加し
ていただきありがとうございました。これからも税についてしっか
り学んでいきましよう。」という挨拶で閉会になりました。

女 性 部 会 J O S E I

第15回「歩く会」 女性部会 幹事 勝家朋枝

スカイツリー 浅草散策

毎年、秋の恒例となった「歩く会」も皆様のご協力のもと、15
回目を迎える事ができました。今年は今大人気のスカイツリーと
ソラマチに行ってきました。10月19日（ 土 ）、小春日和の中、親
会から鹿野副会長、木山副会長のお二人を筆頭に総勢30名の
団体でスカイツリーの展望デッキに昇りました。東京が一望でき
る展望台は、四方八方をぐるりと廻り、絶景の美しさに皆様感
動しながらさらなる上の回廊まで昇りました。
昼食は肉食系女子に合わせ、叙々苑での美味しい焼肉に舌鼓を
打ち、少々アルコールも入っていたので、皆さん和気あいあいと
楽しいひと時を過ごしました。昼食後、ソラマチでのウィンドウ
ショッピングに集中し、その後は、自由散策、希望者数人で浅
草まで歩き、浅草寺で各々の思いを祈願し帰路につきました。
朝早くから夕方まで、一日充実した日を過ごすことができました。
皆様大変お疲れ様でした。

青 年 部 会 S E I N E N

12月例会 青年部会  会計委員長  岡部昭人

佐竹雅昭氏 特別講演会

12月17（ 火 ）荻窪のレストランジュノンにおいて青年部会の12月例会
が開催され、元格闘家で現在は「平成武師道」という人間活動学塾
を主宰している佐竹雅昭氏を迎え特別講演会を実施した。柴田青年
部会担当副会長・青年部会員25名・入会予定者1名の総勢27名が
参加し佐竹氏の講演に耳を傾けた。空手を始めたきっかけや選手時
代のエピソード、平成武師道を創設した思いを約1時間半に渡り講演
頂いた。青年部会の世代において佐竹氏の存在は憧れのヒーローそ
のもので、佐竹氏を目標に空手や格闘技に興味を持ち、自らも道場
に入門した経験のあるメンバーもいた程で、そんな佐竹氏からの一言
は心に響く説得力が感じられた。講演会終了後の懇親会では気さく
な人柄からメンバーの輪に入って食事を楽しんで頂くとともに写真撮
影にも快く応じて頂き、和やかな雰囲気の中、大変楽しい時間を過
ごす事が出来た。忘年会を兼ねた今回の例会においては、本年の青
年部会の活動を振り返るとともに、部会員同士の友情と個々の研鑚
を誓い合う事で、来年40周年を迎える青年部会の更なる飛躍を確信
する事が出来た。

ブロック・委員会・部会からの報告

講師の佐竹雅昭氏

講師の佐竹雅昭氏と記念撮影

研修会の様子 参加者で記念撮影
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荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です。
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。

荻窪法人会ホームページ www.ogikubohoj inkai . jp

よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから
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